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◆表紙
　　どんど焼き（中舞鶴小学校）
◆主な内容

 ２
 ３～
 ５～
 ８
 26 ～

クルーズ・オブ・ザ・イヤー 2013 を受賞
税の申告受け付け、市議会 12 月定例会
シリーズ 市政の「今」第５回
地域防災計画（原子力災害対策編）を改正
舞鶴イメージソング完成記念 特別対談
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今年 京都舞鶴港に入港予定の客船を紹介

▶詳しくは、みなと振興・国際交流課（☎ 66・1037）へ。

船名 入港予定日 総㌧数 全長（㍍） 乗客定員（人） 船籍

　ダイヤモンド・プリンセス 　4/30、6/15、7/3、7/21、9/22 116,000　 290　 2,670　 　バミューダ（英領）

　コスタ・ビクトリア 　5/25 75,166　 252.9　 2,394　 　イタリア
　飛鳥Ⅱ 　9/9、10/1 50,142　 241　 872　 　日本
　ぱしふぃっくびぃなす 　5/11、7/30、8/2 26,594　 183.4　 620　 　日本
　にっぽん丸 　6/18 22,472　 166.6　 524　 　日本
　ロストラル 　10/16 10,944　 142.1　 264　 　フランス

　「京都舞鶴港クルーズフォトコンテスト 2013」入賞作品
が決定しました。舞鶴市と観光協会が京都舞鶴港やクルー
ズの魅力を広く知ってもらおうと「舞鶴とクルーズ」をテー
マに募集していたもので、今回で３回目。クルーズ元年と
いえる昨年は、初の外国クルーズ客船の寄港もあり、30
人 52 点の応募がありました。応募作品を下記のとおり展
示します。

【展示日程】
◆赤れんがパーク４号棟…１月 20 日㈪～２月２日㈰９時～ 17 時
◆西市民プラザ…２月４日㈫～２月 18 日㈫９時～ 22 時
◆エル・マール まいづる…２月 20 日㈭～３月６日㈭９時 30 分～
17 時 30 分（火・水曜日は休館、入賞作品のみ）

京都舞鶴港クルーズフォトコンテスト 2013

都舞鶴港京

応募作品を巡回展示

▶詳しくは、観光商業課（☎ 66・1024）へ。

▲金賞「夢を抱いて入港」（吉川龍一さん、高野由里）

▲書道パフォーマンスでおもてなし（東舞鶴高校 書道部）

京都舞鶴港が
クルーズ・オブ・ザ・イヤー2013
を受賞！！
　地域をあげての京都舞鶴港でのおもてなしの取り組み
が高く評価され、〝クルーズ・オブ・ザ・イヤー 2013”

（主催：（一社）日本外航客船協会「クルーズ・オブ・ザ・
イヤー 2013 実行委員会」）の特別賞を受賞しました。
　今後、さらに京都舞鶴港が注目されます。
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光インフォメーション観

あなたの写真で舞鶴を PR 全国初  ポストで情報発信

　日本郵便㈱と㈱メディアシークが郵便ポストを
使って情報を発信する新しいサービスを２月１日か
ら全国で初めて舞鶴でスタート。市内の屋外郵便ポ
ストに貼り付けられたコードをスマートフォンで読
み込むと、周辺地図や観光スポット、地域情報のほか、
お店のお得な情報などを見ることができます。外国
語（英語、中国語、韓国語、ロシア語）に対応。
▶詳しくは、観光商業課（☎ 66・1024）へ。

　SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）
の「Facebook」を使った写真コンテスト「ちょっ
と来てーな舞鶴」キャンペーンを実施中。
　あなたのお気に入りの写真を投稿し、舞鶴の魅力
を PR しましょう。写真のテーマや応募方法は下記
のとおり。優秀作品には舞鶴特産品を進呈。
▶詳しくは、観光商業課（☎ 66・1024）へ。

【応募方法】
　Facebook「来てーな舞鶴」の応募受付から

【写真のテーマ】
　❖舞鶴の海　❖田辺城址
　❖舞鶴引揚記念館

【応募締切】
　３月 24 日㈪まで

まいづる四季旅
　「いつでも楽しい！」をコンセプトに、それぞれのペースで楽しめるプランを用意。申し込
みは、催行日の１週間前までに電話で合同会社まいづる広域観光公社（☎ 76・0101）へ。　
※料金はいずれも１人分

かまぼこ手作り体験

　
【日程】 ４～６月の毎日
【集合】 舞鶴かまぼこ工房
【定員】 ２～ 10 人
【料金】 ２人で 2,000 円
　　　 ３人以上 1,600 円

赤れんがパーク発着まち歩き

　

　海軍ゆかりの街並みを巡る。
【日程】 ４～６月の毎週土・日・祝日
【集合】 赤れんがパーク
【定員】 １～ 10 人
【料金】 500 円

謎を解き明かせ !
ミステリーツアー

　幻の肉じゃがレシピ探しと幽斎
の秘宝を探す２コース。

【日程】 ４～６月の毎日
【受付】 赤れんがパーク（肉じゃが）
　　　 まいづる観光ステーション（幽斎）

【定員】 １人から　【料金】 500 円

KTR あかまつ号で行く
元伊勢籠

こ の

神社参拝ツアー

　日本三景「天橋立」も散策。
【日程】4/13、5/18、6/15 の日曜日
【集合】まいづる観光ステーション
【定員】３～ 10 人
【料金】4,500 円（小人 3,600 円）

廻船業の町を訪ねて
北前船ゆかりの地めぐり

　豊岡市竹野町を散策。
【日程】2/23 ㈰
【集合】まいづる観光ステーション
【定員】15 ～ 25 人
【料金】7,500 円

今しかできないいろいろ体験！

当日参加も可当日参加も可
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税
の
申
告
受
け
付
け
開
始

　
市
・
府
民
税
、
所
得
税
の
申
告

受
け
付
け
が
２
月
17
日
㈪
か
ら
始

ま
り
ま
す
（
会
場
や
日
程
は
下
表

の
と
お
り
）。
所
得
税
に
つ
い
て
は

給
与
、
年
金
所
得
者
の
還
付
申
告

な
ど
簡
易
な
も
の
が
対
象
で
す
。

　
２
月
17
日
㈪
～
21
日
㈮
は
税
理

士
に
よ
る
受
け
付
け
を
実
施
。
受

付
時
間
は
９
時
30
分
～
12
時
と
13

時
～
16
時
。

　
市
役
所
で
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
を
２
月
28
日
㈮
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。
３
月
３
日
㈪
以
降
は
市
・

府
民
税
申
告
の
み
。
西
支
所
で
は
、

市
・
府
民
税
申
告
の
み
受
け
付
け
。

　
市
役
所
で
の
申
告
受
け
付
け

受付会場 舞鶴税務署 西支所 市役所（本庁）

受付時間 ９時～ 17時 ９時～ 16時 市・府民税: ９時～ 16時
所得税: ９時30分～ 16時

受付申告書
所得税 市・府民税 所得税 市・府民税 所得税 市・府民税

月日 曜日
2/3 月 ●

2/4 火 ●

2/5 水 ●

2/6 木 ●

2/7 金 ●

2/10 月 ●

2/12 水 ●

2/13 木 ●

2/14 金 ●

2/17 月 ● ● 税理士● ●

2/18 火 ● ● 税理士● ●

2/19 水 ● ● 税理士● ●

2/20 木 ● ● 税理士● ●

2/21 金 ● ● 税理士● ●

2/24 月 ● ● ● ●

2/25 火 ● ● ● ●

2/26 水 ● ● ● ●

2/27 木 ● ● ● ●

2/28 金 ● ● ● ●

3/3 月 ● ● ● ●

3/4 火 ● ● ● ●

3/5 水 ● ● ● ●

3/6 木 ● ● ● ●

3/7 金 ● ● ● ●

3/10 月 ● ● ● ●

3/11 火 ● ● ● ●

3/12 水 ● ● ● ●

3/13 木 ● ● ● ●

3/14 金 ● ● ● ●

3/17 月 ● ● ● ●

　
昨
年
、
市
・
府
民
税
の
申
告
を

し
た
人
に
は
２
月
上
旬
に
申
告
書

を
送
付
し
ま
す
。
届
か
な
い
人
や

新
た
に
申
告
が
必
要
に
な
っ
た
人

は
税
務
課
へ
連
絡
を
。

　
市
・
府
民
税 

申
告
書
の
送
付

　
舞
鶴
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▪
所
得
税
・
消
費
税
の
申
告
受
け
付
け

　
所
得
税
・
消
費
税
の
申
告
は
税

務
署
へ
。
申
告
受
付
の
日
程
は
右

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
ご
利
用
を

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画
面
の
案
内

に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
れ

ば
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、

所
得
税
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
申
告
書
は
プ
リ
ン
タ
で

印
刷
し
、
郵
送
で
提
出
で
き
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
舞
鶴
税
務
署
（
☎

75
・
０
８
０
１
）
へ
。

　
公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
年
間

４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
そ

の
ほ
か
の
所
得
が
年
間
20
万
円
以

下
の
人
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

は
不
要
で
す
。

　
た
だ
し
、次
の
よ
う
な
人
は「
市・

府
民
税
申
告
書
」
を
市
役
所
へ
提

出
す
る
と
市
・
府
民
税
が
減
額
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
控
除
の

申
告
漏
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

❖
市
・
府
民
税
が
課
税
に
な
る
人

で
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
社
会
保
険
料
控
除

（
納
付
書
・
口
座
振
替
で
支
払
っ

た
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
）、
医

療
費
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
各
種

控
除
の
追
加
変
更
が
あ
る
人

　
な
お
、
個
々
の
所
得
・
控
除
の

状
況
で
申
告
を
さ
れ
て
も
税
額
が

変
わ
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎
66
・

１
０
２
６
）
へ
。

　
市
税
や
国
民
健
康
保
険
料
な
ど

の
納
付
に
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く

便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、
通
帳

と
届
出
印
、
納
税
（
納
入
）
通
知

書
を
持
っ
て
金
融
機
関
か
郵
便
局

の
窓
口
へ
。

　
納
期
限
が
過
ぎ
て
20
日
以
内
に

納
付
が
な
い
場
合
に
は
督
促
状
を

発
送
。
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎
66
・

１
０
２
5
）
へ
。

　
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（e イ

ー
タ
ッ
ク
ス

-Tax

）」
で
電
子
申
告
を
行
う

場
合
は
電
子
証
明
書
が
必
要
で
す
。

証
明
書
は
、
市
役
所
で
発
行
す
る
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
記
録
し
ま

す
（
受
け
付
け
は
９
時
～
16
時
30
分

ま
で
。
印
鑑
と
住
基
カ
ー
ド
な
ど
の

写
真
付
き
身
分
証
明
書
が
必
要
）。

【
発
行
窓
口
】
市
民
課
、
西
支
所
市

民
・
年
金
係

【
手
数
料
】
５
０
０
円

▼
詳
し
く
は
、
同
課
（
☎
66
・
１

０
０
１
）、
同
係
（
☎
77
・
２
２
５

２
）
へ
。

　
電
子
申
告
に
必
要
な
電
子
証
明
書

　
申
告
書
は
で
き
る
限
り
自
分
で

作
成
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
で
も
提
出

で
き
ま
す
。

　
申
告
に
際
し
て
の
お
願
い

 

　
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

※申告の相談・受け付けは●印のついているところで実施

【申告受け付けの日程】

の申告税
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25
年
度
補
正
予
算
な
ど

28
議
案
を
可
決
・
同
意

一般会計補正予算の
事業概要をチェック

議会 12 月定例会市

　
市
議
会
12
月
定
例
会
（
12
月
２
日
～
12
月
26
日
）
で
、福
村
暉
史
氏
（
71
歳
、吉
坂
＝
鶴
声
ク
ラ
ブ
）

を
副
議
長
に
選
出
。
そ
の
後
、
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
の
制
定
、
指
定
管
理

者
の
指
定
な
ど
市
長
提
案
の
28
議
案
を
審
議
。
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算

《
一
般
会
計
》

▪
第
７
号
　

　
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
係
る
経
費
や
中
学
校
給
食
の
全

校
実
施
に
向
け
て
の
給
食
配
膳
室

の
新
築
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
の

既
存
車
両
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
経
費

な
ど
を
補
正
す
る
も
の
で
２
億

６
，
５
４
５
万
円
の
増
額
。

　
こ
の
結
果
、
予
算
総
額
は
歳
入
・

歳
出
い
ず
れ
も
３
６
５
億
３
，
６

６
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

《
特
別
会
計
》

▪
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
（
第
３
号
）

　
８
０
２
万
円
減
額
の
91
億
５
，

０
３
９
万
円

▪
簡
易
水
道
事
業
会
計
（
第
２
号
）

　
２
６
６
万
円
増
額
の
６
億
２
，

７
６
４
万
円

▪
下
水
道
事
業
会
計
（
第
４
号
）

　
２
，
２
５
５
万
円
減
額
の
46
億

１
，
１
９
１
万
円

▪
介
護
保
険
事
業
会
計
（
第
３
号
）

　
６
０
２
万
円
減
額
の
81
億
３
，

３
８
５
万
円

▪
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計（
第
１
号
）

　
67
万
円
減
額
の
11
億
８
，
４
１

１
万
円

　
条
例

▪
災
害
派
遣
手
当
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正　

　
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
復
興

計
画
の
作
成
等
の
た
め
に
本
市
に

派
遣
さ
れ
た
職
員
へ
手
当
を
支
給

▪
舞
鶴
市
社
会
教
育
委
員
の
定
数

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
の
基
準

を
設
定

▪
舞
鶴
市
国
民
健
康
保
険
条
例
等

の
一
部
改
正　

　
国
民
健
康
保
険
料
等
の
延
滞
金

の
特
例
措
置
の
割
合
を
引
き
下
げ

　
人
事

▪
監
査
委
員
の
選
任

❖
上
野
修
身
氏
（
62
歳
、
多
門
院

＝
創
政
ク
ラ
ブ
議
員
団
）

▪
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

❖
蒲
田
忠
夫
氏
（
76
歳
、
溝
尻
）

▪
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

❖
福
本
清
氏
（
67
歳
、
余
部
上
）

❖
山
田
至
子
氏
（
69
歳
、
河
辺
中
）

▪
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

❖
川
尻
治
彦
氏
（
53
歳
、
浜
）

　

そ
の
他

▪
指
定
管
理
者
の
指
定

　
※
詳
細
は
右
記
事

▪
土
地
改
良
事
業
の
施
行
・
変
更

　
市
内
18
地
区
の
災
害
復
旧
事
業

の
施
行
と
水
間
地
区
の
ほ
場
整
備

の
変
更

▪
市
道
路
線
の
認
定
お
よ
び
廃
止

　
南
田
辺
地
区
の
１
路
線
を
認

定
。
北
吸
地
区
の
５
路
線
を
廃
止

▪
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
子
育
て
交
流
施
設
、
東
地
区
公

立
保
育
所
の
新
築
工
事
請
負
契
約

事業概要 補正額

財産管理経費 909 万円

北近畿タンゴ鉄道
リニューアル整備
事業費補助金

201 万円

私立保育園施設整備
事業費補助金 3,549 万円

集落営農発展型農場
づくり事業費補助金 153 万円

有害鳥獣被害防止対策
事業費 743 万円

漁港海岸保全対策
事業費 713 万円

魅力ある商店街づくり
推進事業費補助金 1,162 万円

都市公園整備事業費 3,150 万円

消防救急無線
デジタル化事業費 6,804 万円

校舎等改修事業費
（中学校） 2,447 万円

施設整備事業費
（体育館） 315 万円

施設名 指定管理者（応募数） 期間

公
募

青葉山ろく公園（グリーンスポーツセン
ター、陶芸館、パターゴルフ場など） NPO 法人ガバナンス舞鶴（３） ５年

東舞鶴公園（野球場、テニスコート、陸上競技
場、弓道場など）、文化公園（体育館、プール、
多目的施設など）、泉源寺公園（多目的施設など）、
前島みなと公園（テニスコートなど）、東体育館

舞鶴スポーツネットワーク（２）５年

商工観光センター 舞鶴商工会議所（１） ５年
東地区中心市街地複合施設（五条立体駐
車場、中心市街地コミュニティ施設） タイムズ・日本管財グループ（２）３年

非
公
募

大丹生コミュニティセンター 西大浦産業株式会社 ５年
総合文化会館、市民会館、東コミュニティセンター 公益財団法人舞鶴市文化事業団 ５年
滞在型農林業体験実習施設 西方寺農事組合 ５年
農業公園（ふるるファーム） 株式会社農業法人ふるる ５年
親海公園（海釣護岸、漁村活性化センターなど） 株式会社農業法人ふるる ５年
西市民プラザ NPO 法人まちづくりサポートクラブ ５年
自然文化園 公益財団法人舞鶴市花と緑の公社 ５年

市の施設の指定管理者が決定
　期間は平成 26 年４月１日から３～５年間。各団体か
ら提出された事業計画などにより指定管理者選定委員会
での審査を経て候補者を決定。
　市議会 12 月定例会での議決を経て指定しました。
▶詳しくは、総務課（☎ 66・1044）へ。
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シリーズ  市政の「今」第５回
危
機
対
応
力
の
強
化
と

　
　
　
　
　
　
安
全
の
確
保

誰
も
が
安
全
に
、
そ
し
て

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に

　
災
害
の
複
雑
・
多
様
化
、
大
規
模
化
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
最
新
の
装
備
を
施
し
た
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
や
高
規
格
救
急
自
動
車
な

ど
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
救
急
搬
送
の
増
加
や
さ
ま
ざ
ま
な

救
急
事
案
に
対
応
す
る
た
め
、「
気
管
挿
管
」

や
「
薬
剤
投
与
」
な
ど
の
高
度
な
知
識
や
技

　『
自
助
』『
共
助
』
の
重
要
性
を
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
地
域
に
お
け

る
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の

結
成
や
活
動
に
つ
い
て
の
相
談
や
助
言
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
で
の
防
災

訓
練
、
救
命
講
習
、
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
な

ど
を
通
じ
て
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
迅

速
か
つ
効
率
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
啓
発
に
努

め
、
市
民
の
自
主
防
災
意
識
の
高
揚
、
災
害
対

応
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
各
種
災
害
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

危
機
事
象
へ
の
対
応
力
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
、

地
域
防
災
力
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
、
よ
り
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
活
動
の
充
実

地
域
防
災
力
の
向
上
・
強
化

消
防
体
制
の
充
実
・
強
化

　
火
災
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
災
害
の
防
除

と
被
害
軽
減
を
図
り
、
地
域
の
安
全
確
保
の

た
め
組
織
さ
れ
た
消
防
団
の
活
動
に
協
力
を

い
た
だ
け
る
事
業
所
に
表
示
証
を
交
付
し
、

消
防
団
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
の
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

組
織
運
営
を
図
る
た
め
、「
舞
鶴
市
消
防
団

▲西自治連合会自主防災会の総合防災訓練の様子（10 月 13 日）

術
を
有
す
る
救
急
救
命
士
の
養
成
に
努
め
、

現
在
23
人
が
資
格
を
取
得
。
救
急
救
助
体
制

の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
消
防
活
動
を
円
滑
に
行
う
た

め
、
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
を
整
備
。

平
成
28
年
5
月
末
日
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
化
へ

の
移
行
を
計
画
的
に
進
め
、
大
規
模
災
害
時

の
通
信
手
段
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

審
議
会
」
を
設
置
。
消
防
団
員
の
適
正
配
置

や
団
員
の
確
保
、
消
防
機
械
器
具
の
配
置
、

さ
ら
に
は
女
性
消
防
団
員
の
登
用
な
ど
に
つ

い
て
、
幅
広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

▲新しく配備された消防ポンプ自動車や高規格救急自動車

　

毎
日
の
生
活
が
安
全
に
、
そ
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
最
も
基
本
的
な
条
件
で
す
。
シ
リ
ー
ズ
市
政
の
「
今
」
第
５
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
や

財
産
を
守
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
消
防
・
防
災
対
策
の
充
実
・
強
化
を
は
じ
め
、
災
害
に
強
い
都
市

基
盤
づ
く
り
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
や
東
京
電
力
㈱
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
に
迅
速
か
つ
効
率
的
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
、市
防
災
会
議
に
お
い
て「
地

域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
・
一
般

災
害
対
策
編
）」
の
見
直
し
な
ら
び
に
「
原

子
力
災
害
住
民
避
難
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
災
害
に
対
す
る
対
応
力
を
強
化
す

る
た
め
に
、
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
参
加
に

よ
る
各
種
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
国
、
府
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
横
須
賀
、
呉
、
佐

世
保
の
旧
軍
港
市
と
の
間
で
相
互
応
援
協
定

を
締
結
す
る
な
ど
、
災
害
応
援
体
制
や
物
資

の
供
給
援
助
に
関
す
る
協
力
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
立
地
の
隣
接
自
治

体
と
し
て
、
電
力
事
業
者
と
締
結
し
て
い
る

「
舞
鶴
市
域
の
安
全
確
保
等
に
関
す
る
協
定
」

に
つ
い
て
、
立
地
自
治
体
並
み
の
協
定
締
結

に
向
け
、
府
と
連
携
し
な
が
ら
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
緊
急
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡
声
子

局
を
、
市
街
地
を
中
心
と
し
た
広
域
避
難
所

な
ど
39
か
所
に
拡
充
整
備
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、J ジ

ェ
イ-A
ア

ラ

ー

ト

LERT

（
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
）
と
防
災
行
政
無
線
や
ま
い
づ
る

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
動
な
ど
、
情

報
伝
達
の
充
実
・
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
災
害
の
未
然
防
止
や
被
害
の
軽
減
に
向

け
、「
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
や
「
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
ま
た
、
津
波
対
策
の
一
助
と
し
て
、
市

道
の
電
柱
な
ど
１
９
０
か
所
に
「
海
抜
表
示

板
」
を
設
置
す
る
な
ど
防
災
対
策
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

防
災
計
画
の
策
定
・
推
進

災
害
に
強
い
都
市
基
盤
づ
く
り

災
害
防
止
対
策
の
充
実

情
報
伝
達
の
充
実
・
強
化

　
平
成
17
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
由

良
川
下
流
部
緊
急
水
防
災
対
策
」
が
平
成
26

年
度
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
り
、
現
在
、
水

間
・
水
間
下
・
中
山
、
志
高
、
上
東
、
大
川
・

八
田
・
丸
田
地
区
で
輪
中
堤
整
備
が
、
地
頭
、

久
田
美
・
真
壁
、
桑
飼
下
地
区
で
宅
地
嵩か

さ
あ上

げ
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
26
年
度
以
降
も
切
れ
目
な

く
対
策
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
国
に
対
し
て

「
由
良
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」
の
早
期
見

直
し
を
要
望
し
、
平
成
25
年
6
月
に
同
計
画

の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
整
備
対
象
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
地
区
が
新
た
に
整

備
区
域
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
平
成
16
年

の
台
風
23
号
で
被
災
し
た
全
て
の
地
区
で
水

防
災
対
策
が
30
年
計
画
で
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
25
年
9
月
の
台
風
18
号
に

よ
っ
て
、
由
良
川
流
域
の
集
落
が
再
び
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
こ
と
で
、
国
は
、「
緊
急

対
策
特
定
区
間
」
を
定
め
て
「
由
良
川
の
緊

急
的
な
治
水
対
策
」
に
着
手
す
る
こ
と
を
決

め
、
整
備
期
間
を
30
年
か
ら
概
ね
10
年
以
内

に
大
幅
に
短
縮
し
、
輪
中
堤
の
整
備
や
宅
地

嵩
上
げ
な
ど
の
治
水
対
策
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

整備区間
舞鶴市油江地先 ( 下流部 ) から綾部市私市町
( 中流部 ) までの緊急対策特定区間

（※平成 16 年台風 23 号と平成 25 年台風
18 号のどちらにも浸水した区間）

対象地区
和江、丸田、下東、三日市、岡田由里、油江、
蒲江、上東、大川、桑飼上、桑飼下地区 
 ( ※丸田、上東、大川、桑飼下地区は緊急水
防災と重複 )

概 　 要
河川整備計画の治水対策を大幅に前倒しして
実施

（整備期間 30 年⇒概ね 10 年に短縮）

整備期間 平成 26 年度から概ね 10 年以内

実施内容
下流部（舞鶴市・福知山市）…輪中堤、宅地
嵩上げ
中流部（綾部市・福知山市）…堤防、河道掘
削など

▲学校の屋上に設置された防災行政無線

由良川の緊急的な治水対策の内容

▲地震ハザードマップと土砂災害ハザードマップ

　

大
規
模
な
被
害
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ

る
災
害
に
備
え
、
被
災
時
に
対
応
で
き
る
都

市
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

由
良
川
水
防
災
事
業

高
潮
・
浸
水
対
策
、
住
宅
耐
震
化

　
市
で
は
、
高
潮
・
浸
水
対
策
と
し
て
、
西

地
区
の
高
野
川
な
ど
府
の
河
川
整
備
事
業
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
市
の
管
理
河
川
の
整

備
や
道
路
の
嵩
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
民
間
木
造
住
宅
の
耐
震
化

な
ど
も
進
め
、
誰
も
が
安
全
に
、
そ
し
て
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲高潮対策工事完了後の三の丸通線
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地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）
を
改
正

　
市
防
災
会
議
（
会
長
・
多
々
見

良
三
市
長
、
25
人
）
で
は
、
国
の

原
子
力
災
害
対
策
指
針
お
よ
び
京

都
府
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
発

電
所
防
災
対
策
計
画
編
）
の
改
正

を
受
け
、
12
月
25
日
付
け
で
「
市

地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対

策
編
）」
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
同
計
画
は
、
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
東
京
電
力
㈱
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
国
や
府
に
お
い
て
、
原
子

力
防
災
対
策
が
全
面
的
に
見
直
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
昨
年
３
月
に

全
面
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
国
や
府
に
お
い
て
、
引
き
続

き
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら

今
回
、
２
回
目
の
見
直
し
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

　
主
な
改
正
内
容

▪
緊
急
時
に
お
け
る
防
護
措
置
の

実
施
（
屋
内
退
避
や
避
難
指
示
な
ど

の
判
断
）
基
準
の
設
定

①
原
子
力
発
電
所
の
状
況
等
に
応

じ
て
実
施
す
る
防
護
措
置
の
判
断

基
準
（
Ｅ
Ａ
Ｌ
、
右
下
表
）
を
規
定

②
放
射
性
物
質
放
出
後
に
お
け
る

防
護
措
置
の
判
断
基
準
（
Ｏ
Ｉ
Ｌ
、

右
下
表
）
を
規
定

▪
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
あ
り
方

❖
国
が
統
括
し
て
緊
急
時
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
設
置

❖
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施

▪
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
・
服
用

❖
Ｐ
Ａ
Ｚ
の
事
前
配
布
体
制
の
整
備

❖
Ｐ
Ａ
Ｚ
外
の
緊
急
時
に
お
け
る

配
布
体
制
の
整
備

❖
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
予
防
服
用
指
示

※
実
施
方
法
は
現
在
調
整
中

▼
詳
し
く
は
、
危
機
管
理
・
防
災

課
（
☎
66
・
１
０
８
９
）
へ
。

※
Ｅ
Ａ
Ｌ
…
原
子
力
発
電
所
の

異
常
事
態
に
応
じ
て
緊
急
時
の

活
動
を
決
定
す
る
た
め
の
判
断

基
準
（
放
射
性
物
質
が
拡
散
す
る
前

の
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
表
す
基
準
）

※
Ｏ
Ｉ
Ｌ
…
放
射
性
物
質
放
出

後
に
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等

（
空
間
放
射
線
量
率
等
を
計
測
）

の
結
果
を
踏
ま
え
、
屋
内
退
避
、

避
難
指
示
な
ど
の
防
護
措
置
を

行
う
た
め
の
判
断
基
準

区分
防護措置

PAZ 内 UPZ 内
警戒事態 ❖避難準備（要援護者） ‐

施設敷地
緊急事態

❖避難（要援護者）
❖避難準備（一般）
❖安定ヨウ素剤服用準備

❖屋内退避準備

全面緊急事態 ❖避難（一般）
❖安定ヨウ素剤服用指示

❖屋内退避
❖避難、一時移転準備
❖安定ヨウ素剤服用準備

区分 実測値 実施する防護措置

ＯＩＬ１ 500 μ Sv/h 数時間以内に避難

ＯＩＬ２ 20 μ Sv/h １週間以内に一時移転

飲食物のスクリー
ニング基準 0.5 μ Sv/h 地域生産物等の放射性

物質検査

ＯＩＬ４ β線40,000cpm 除染

【 EAL の区分 】

【 OIL の区分 】

※ PAZ … 予防的防護措置を準備する区域
※ UPZ … 緊急時防護措置を準備する区域

防災ひとくちメモ 地震発生 ! 緊急地震速報が出たらどうする ?

　緊急地震速報の発表から強い揺れが来るまでの時間は、数秒か
ら数十秒しかありません。その短い間に慌てずに、自分の身を守
るため、次の行動を心がけましょう。
　　　　　　  　《危機管理・防災課》

①家にいるとき
❖頭を保護し机の下などに隠れる
❖慌てて外に出ないようにする
②車の運転中
❖慌ててブレーキをかけない
❖ハザードランプを点灯し、ゆっ
くり停車
③鉄道やバスに乗車中
❖つり革や手すりをつかむ

④エレベーターの中
❖最寄りの階で停止させすぐ降りる
⑤人が大勢いる施設にいるとき
❖係員の指示に従う
❖慌てて出口に走り出さない
⑥屋外にいるとき
❖ブロック塀の倒壊などに注意
❖看板や割れたガラスの落下に注意
❖高い建物のそばから離れる
⑦山や崖の近くにいるとき
❖落石や崖崩れに注意

自分の身を守るための行動

【緊急地震速報とは】

　地震発生直後、震源に近い地震計
がとらえた観測データを解析し、震
源や地震の規模（マグニチュード）
を直ちに推定し、最大震度５弱以上
と推定した地震の際に、強い揺れ（震
度４以上）が予測される地域を、可
能な限り素早く知らせる情報。
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全
国
大
会
で
好
成
績
者
・

出
場
者
を
紹
介

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

全
国
大
会
で
好
成
績

全
国
大
会
で
好
成
績

☆
全
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

（
12
月
７
日
・
８
日
、
東
京
都
）

２
位
❖
ク
イ
ー
ン
ベ
リ
ー
ズ
…
田
野
島
遥
夏

（
青
葉
中
３
年
）、
植
田
藍
海
（
吉
原
小
５
年
）

市指定文化財　新たに３件を指定
　市教育委員会では、市文化財保護委員会の答申に基づき、文化財３件
を新たに指定しました。新たに指定したのは絵画の「絹

け ん ぽ ん ち ゃ く し ょ く

本著色 釈迦三尊
十六羅漢像」（引土・圓隆寺所有）一幅と古文書の「津田家新田開発関
係文

も ん じ ょ

書」（個人所有）116 点、歴史資料の「舞鶴引揚記念館収蔵資料群Ⅰ」
2,869 点。
　これで、市指定の文化財は 102 件となりました。

　　《社会教育課》
≪ 解説 ≫

【絹本著色 釈迦三尊十六羅漢像】南北朝時代～室町時代初期  ※公開されていません

　中央に釈迦三尊、周囲に十六羅漢、左上に韋駄天を配する。釈迦如来
と十六羅漢像、韋駄天を組み合わせた事例はこれまで報告されていない。
背景に日本における初期の水墨表現が認められるという点でも貴重であ
る。後世の補筆・補彩は認められず、資料的価値が高い。

【津田家新田開発関係文書】　江戸時代～近代　※公開されていません

　江戸時代、浮島周辺の新田開発のために千歳村から参入した津田家に
残る新田開発関係文書。絵図類は、年代順に並べると浮島と祖母谷川・
志楽川河口部周辺の新田開発や祖母谷川の瀬替えが新田開発と一体と
なって行われたことを示す点でも重要な資料であり、また、古文書は新
田開発の用材用土確保に必要であった松ヶ崎山の管理をめぐる同家と藩
の関わりなどが知ることのできる貴重な資料である。

【舞鶴引揚記念館収蔵資料群Ⅰ】　現代

　全国各地の引揚者から寄贈された引揚事業やシベリア抑留に関する資
料。抑留中に書いた日誌やメモ、引き揚げの様子を描いた絵画、抑留者
とその家族との郵便物などがある。中でも「白

し ら か ば

樺日誌」などの日誌・名
簿類は出国時の検査を免れて持ちかえることができたという点で希少性
が高く、絵画類、はがき・手紙類は、記録の少ない抑留生活の実態を視
覚的に理解するために欠かせないものであり重要な資料である。　　　
　　　　　　　　　　

▲絹本著色 釈迦三尊十六羅漢像

▲津田家新田開発関係文書

☆
全
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

（
12
月
７
日
・
８
日
、
東
京
都
）

奥
野
美
桜
（
福
井
小
６
年
）、
田
野
島
遥
夏

（
青
葉
中
３
年
）、藤
本
栞
緒
（
中
筋
小
５
年
）、

西
出
葵
（
中
筋
小
４
年
）、
金
田
あ
り
さ
（
高

野
小
４
年
）、
植
田
藍
海
（
吉
原
小
５
年
）、

植
田
光
波
（
吉
原
小
４
年
）、
宮
田
心
愛
（
志

楽
小
３
年
）、
坪
内
乃
愛
（
中
舞
鶴
小
３
年
）、

山
本
心
晴
（
志
楽
小
４
年
）、
白
土
真
珠
（
新

舞
鶴
小
２
年
）、篠
原
未
有（
中
舞
鶴
小
４
年
）、

岩
木
紗
菜
（
中
舞
鶴
小
３
年
）、栃
尾
美
羽
（
余

内
小
６
年
）

☆
賢
順
記
念
く
る
め
全
国
箏
曲
祭

（
12
月
７
日
、
福
岡
県
）

泉
ひ
か
り（
小
倉
）、尾
松
優
希（
東
舞
鶴
高
２
年
）

☆
全
国
高
等
学
校
選
抜
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手

権
大
会
（
12
月
22
日
・
23
日
、
埼
玉
県
）

菊
池
孝
平
、高
山
東
偉（
以
上
舞
鶴
高
専
３
年
）

以
上
敬
称
略

2014 - 29 maizuru
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　舞鶴消防創設 70 周年を記念し、舞鶴消防の歴史
を長く後世に伝承するため、記念誌（CD-ROM の
み ）「MAIZURU FIRE DEPT. 70th Anniversary
～我らのあしあと そして未来へ～」を作成しまし
た。舞鶴消防の歴史や現勢、災害の記録、統計など
を掲載。防災センター、東・西図書館で貸し出しし
ています。
▶詳しくは、消防本部（☎ 66・0119）へ。

記念誌（CD-ROM）を作成

▲記念誌データが入った CD-ROM

公共施設のあり方の検討を進めています

▲第１回公共施設あり方検討市民会議の様子

多くの支援　ありがとうございました

　市では、昨年９月の台風 18 号で被災した農地の
早期復旧のため、９月 25 日～ 12 月 27 日に「農
業災害ボランティアセンター」を開設。
　期間中の土・日・祝日に加佐地区をはじめ市内
26 の被災か所で、市内外を合わせ延べ 326 人のボ
ランティアの皆さんに用排水路の泥上げ、果樹や茶
棚のごみの除去、破損したパイプハウスの撤去など
の作業をしていただきました。
　この台風により、市内の農地に甚大な被害を受け
ましたが、ボランティアの皆さんの温かいご支援に
より、農業再生への一歩を踏み出すことができまし
た。ご協力ありがとうございました。　　《農林課》

▲ボランティアの皆さんの活動の様子

農業ボランティア

舞鶴消防創設 70 周年 効率的な運営・管理、再生に向けて

シンボルマークと標語決まる

　７月 19 日㈯～８月３日㈰に舞鶴市を中心に府北
部５市２町で開催する「海フェスタ京都」に向け、
全国公募していたシンボルマークと標語が決定しま
した。応募総数はシンボルマーク 308 作品、標語
1,088 作品。
　採用作品は下記のとおりです。
　今後、ポスターやパンフレット、ホームページな
どで活用していきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　   《企画政策課》

▲小田中 準一さん（62 歳、千葉県）

海フェスタ
　京都と結ぶ
　 　　 　海の道

▲深川 重一さん（65 歳、大阪府）

シンボルマーク

海フェスタ京都

標語

　市では、公共施設のあり方を検討するため、所有
する 139 の公共施設について調査を実施。現状と課
題および、今後、公共施設を管理・運営していく上
での基本的な考え方を「公共施設マネジメント白書」
として平成 25 年３月にまとめました。
　これに基づき、公共施設の効率的な運営・管理、
再生に向け、幅広い意見を聞くことを目的に、市民
および学識経験者９人からなる「公共施設あり方検
討市民会議」を昨年 12 月に設置。３月までの会議
の中でいただいた意見を十分に参考にしながら、「公
共施設再生基本計画」を策定し、公共施設の有効活
用や再配置について検討を行っていきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　《企画政策課》

102014 - 2 maizuru
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抑留と交流と - 木内信夫絵画に見るウクライナ抑留 -

引揚記念館企画展

　昨年寄贈いただいた抑留経験者の木内信夫氏によ
る抑留体験画「わが青春の浪漫抄」から原画 28 点
とスライド画像 37 点を展示します。
　木内氏による抑留画は過酷な状況ばかりでなく、
ドイツやハンガリーなど他国の捕虜兵士をはじめ、
ロシアの少年たちとの交流を描いた絵画も多く、抑
留史を多面的に捉えることのできる貴重な資料です。

【日時】２月３日㈪～４月 23 日㈬９時～ 17 時　
【場所】引揚記念館
【入館料】300 円
▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

▲木内信夫 作「わが青春の浪漫抄」より

高井晴美　日展 10 回入選記念展

　陶芸家の高井晴美さんが、第 45 回日展 第４科（工
芸美術）に入選されました。日展においての入選が
今回で 10 回目となり、これを記念し、作品展を開
催します。

【日時】２月１日㈯～ 16 日㈰　９時～ 17 時
【場所】まいづる智恵蔵
【内容】日展の入選作品など７点を展示
【その他】入場無料
▶詳しくは、文化振興課（☎ 66・1019）へ。

日展の入選作品などを展示

▲高井晴美さん

ＫＴＲ体験フェア

【日時】２月 22 日㈯９時 30 分～ 16 時
【場所】西駅交流センター、KTR 西舞鶴運転所
【内容】
❖あおまつ号の展示（車両基地での乗車体験）
❖チャッタマンやゆるキャラが登場
❖ KTR アテンダントと記念写真（子ども用制服・駅
　帽をかぶって写真撮影）※カメラを持参してください

❖ご当地駅弁や栗田駅の「幸せぷりん」などを販売
❖プラレール、Ｎゲージの展示　❖ビンゴ大会　など
▶詳しくは、KTR 利用促進協議会（宮津市役所企画総
務室内、☎ 0772・45・1601）へ。

見て、感じて、触れて、楽しい発見をしよう！

▲由良川鉄橋を走るあおまつ号

文化情報総合サイトを開設

　文化事業団では、市内で開催されるイベントや活
動しているアーティスト（個人・団体）、文化施設
情報を登録・閲覧できる文化情報総合サイト「まい
づる文化情報」を開設しました。

【登録できる情報】
❖イベント情報（市内で開催されるもの）
❖施設情報（市内に所在地がある施設）
❖アーティスト情報（市内で活動するアーティスト）

【登録サイト URL】 http://mai-bunka.net/
▶詳しくは、文化事業団（☎ 64・0880）へ。

舞鶴市文化事業団

▲写真はサイトのイメージ

▲日展入選作品の「滄望」

11 2014 - 2maizuru
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放課後児童クラブの利用申し込み

　４月からの放課後児童クラブの利用申し込みを受け
付けます。対象や利用の要件などは次のとおり。

【対象】新１年生～３年生
【利用の要件】放課後や土曜日・長期休業期間に共働
きなどで保護者が家庭にいない児童

【利用施設（　）内は定員】
❖児童センターふたば（30 人）
❖なかすじ保育園（30 人）
❖新舞鶴・三笠・倉梯・倉梯第二・与保呂・志楽・朝来・
中舞鶴・明倫・吉原・余内・池内・中筋・福井・高野・
岡田小学校区の児童クラブ（各 20 ～ 25 人）

（新舞鶴小学校区は３クラブ、倉梯・志楽・明倫・余内・
中筋小学校区は各２クラブを設置）

【利用時間】放課後～ 18 時 30 分（土曜日や長期休業
期間などは８時～ 18 時 30 分）

【利用料】月額 6,000 円（兄弟姉妹が同時に利用する
場合、２人目から半額）。おやつ代や保険料などが別
途必要

【申し込み方法】所定の用紙（各児童クラブ、子ども
支援課、西支所保健福祉係に備え付け。市ホームペー
ジからダウンロード可）に必要事項を記入し、２月
14 日㈮までに希望の児童クラブへ提出。同課、同係
の窓口でも可

【利用者の決定】　多数の場合は、保護者の勤務や児童
の状況などを考慮し決定。
▶詳しくは、子ども支援課（☎ 66・1008）へ。

【対象】市内の住宅に居住し被害を受けた人で、市内で
住宅を建替・購入・補修・賃借し、引き続き居住する人

【対象経費】被災した住宅に代わる住宅の新築・購入・補
修費用や賃借にかかる費用、被災した住宅の補修費用など

【補助金額】対象経費の３分の 1
【補助金の限度額】下表のとおり

【その他】申請と工事完了報告は、同じ年度内に行う
必要があります。平成 25 年度の報告は２月 28 日㈮
まで。
▶詳しくは、建築住宅課（☎ 66・1050）へ。

被災区分
再建等の方法

新築・購入 補修 賃借
大規模半壊 100 万円 60 万円 40 万円

半壊 150 万円 －

一部破損・床上浸水 50 万円 －

台風 18 号の被災者住宅再建を支援
（再建経費の一部を補助します）

由良川学園の多目的室がリニューアル

　加佐地区の加佐地域福祉センター「由良川学園」
の多目的室の改修工事が完了。１月４日から利用を
開始しました。広さは 54.7 平方㍍で、卓球やマイ
パック、公式ワナゲなどの室内競技に最適です。
　ぜひご利用ください。
▶詳しくは、由良川学園（☎ 82・1920）へ。

介護用品の購入券を支給

【対象】市民税非課税世帯で介護保険制度の要介護認
定４か５に該当する 65 歳以上の人を在宅で介護して
いる家族（対象者には２月上旬に申請書を送付）

【支給額】介護用品の購入券（20,000 円分）を支給
【申し込み方法】２月 10 日㈪～ 21 日㈮に高齢者支援
課へ（昨年８月に支給を受けている人は不要）。

【その他】平成 25 年４月以降、世帯構成や世帯員の
市民税課税状況に変更があった場合は、同課へ連絡を
お願いします。
▶詳しくは、高齢者支援課（☎ 66・1018）へ。

障害のある人の福祉サービス
重複利用者などの負担を軽減

所得階層区分 上限額（月額）
生活保護世帯 0 円

市民税
非課税世帯

収入が年間 80 万円（障害基礎年金２級相当）以下
7,500 円

障害基礎年金１級および特別障害者手当のみ
上記以外 12,300 円

市民税
課税世帯

市民税所得割 16 万円未満 18,600 円
市民税所得割 16 万円以上 37,200 円

　平成 25 年３月～ 26 年２月に利用した障害福祉
サービスの負担を軽減するため、利用者負担額が所
得区分ごとに定めた上限額を超えた分を支給します。

【高額障害福祉サービス費】
▪内容　利用者負担額（月額、高額介護サービスなど
により償還された費用や食・光熱水費などは除く）の
合計が国が定める上限額（37,200 円）を超えた分
▪対象の世帯　
❖障害福祉サービス（介護給付・訓練等給付）や児童福
祉法に基づく障害児施設等を利用する人が複数いる
❖障害福祉サービスと補装具または障害福祉サービス
と介護保険サービスを併せて利用している人がいる
※障害福祉サービスの負担額が０円の人は対象外

【重複利用者への支給】
▪内容　利用者負担額（月額）の合計が、府・市の
定める上限額（下表）を超えた分
▪対象のサービス　❖在宅生活者の障害福祉サービス
❖自立支援医療（更生医療・育成医療・精神通院医療）
❖補装具

【申請方法】　印鑑と通帳（振込先の口座番号が確認
できるもの）、領収書を持参し、３月 14 日㈮まで
に障害福祉課（☎ 66・1033、ＦＡＸ 62・7957）、西
支所保健福祉係（☎ 77・2253、ＦＡＸ 77・1800）へ。

《 重複利用者負担の上限月額 》
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市ホームページのバナー広告を募集

【掲載期間】４月～来年３月で希望する月数
【対象】市内に店舗、工場などを有する事業者など
【募集件数】先着 12 件
【掲載料】１か月 5,000 円（原則、掲載を希望する月
数分を一括納付すること）

【掲載可否の決定】要綱や基準、取扱要領に基づき決定
【申し込み方法】所定の用紙（広報広聴課に備え付け。
市ホームページからダウンロード可）に必要事項を記
入し、画像データと市税の納税証明書（滞納のない証明）
を添えて、掲載希望の 1 か月前（４月から掲載を希望
する場合は２月 28 日㈮）までに同課へ郵送か持参。
▶詳しくは、広報広聴課（☎ 66・1041）へ。

社会教育委員の募集

　社会教育分野における市民参画を拡大するため、社
会教育委員（若干名）を募集します。任期は２年。

【対象】市内在住の 20 歳以上で、学校教育・社会教
育の関係者など、社会教育に関する取り組みの推進に
役立ちたいという意欲がある人

【内容】年５回程度の会議や勉強会、研修会などに出
席し、社会教育に対する助言などを行う

【選考方法】市教育委員会で選考
【応募方法】　履歴書と「″住んでよし″のまちづくりの
ために自分ができること」をテーマにした作文（様式
自由。800 字まで）を、２月 21 日㈮必着で社会教育
課へ郵送か持参。
▶詳しくは、社会教育課（☎ 66・1073）へ。

まいづるクリーンキャンペーン 2014
ポスターデザイン・標語を募集

　散乱ごみのないきれいなまちを目指し、市内全域
で清掃活動を行う「まいづるクリーンキャンペーン
2014」を今年も実施します。これに伴い、啓発活動
に使用する「ポスターデザイン」と「散乱ごみ防止啓
発標語」を募集します。

【募集内容】いずれも未発表の作品
❖ポスターデザイン…四つ切の画用紙（縦横は自由）
にポスターカラー・水彩絵の具・クレヨン、コンピ
ューターなどで描いた作品。「クリーンキャンペーン」
などの文字は入れない
❖標語…20 字程度。１人１点

【対象】市内在住か在勤・在学の人　　
【募集期間】４月 10 日㈭まで
【応募方法】作品 ( ポスターデザインは裏面 ) に住所、
氏名、年齢、電話番号、児童 ･ 生徒は４月以降の学校
名と学年、作品に込めた思い（ポスターデザインのみ）
を記入し、実行委員会事務局（生活環境課内）へ持参。
標語は、郵送、ファクス（66・1015）も可。
▶詳しくは、実行委員会事務局（☎ 66・1005）へ。

償却資産の申告書の提出を

　固定資産税は、土地や家屋のほかに償却資産（事業
用資産）も課税の対象です。償却資産を所有している
方は申告しなければなりません。まだ申告していない
方は至急、税務課へ申告してください。
▶詳しくは、税務課（☎ 66・1027）へ。

自動販売機　設置事業者を募集

　公共施設に設置する自動販売機設置事業者の一般競
争入札を実施します。

【設置期間】４月１日㈫～来年３月 31 日㈫
【設置場所】総合文化会館など 35 か所
【種類】清涼飲料水、アイスクリーム、タバコ
【申し込み方法】所定の用紙（管財契約課に備え付け。
市ホームページからダウンロード可）に必要書類を添
えて郵送か同課窓口へ。２月 10 日㈪必着。

【候補者の決定】２月 12 日㈬に落札候補者にファクス、
郵送で通知
▶詳しくは、管財契約課（☎ 66・1045）へ。

舞鶴市都市計画　用途地域の変更

　舞鶴国際ふ頭の一部（約 3.6㌶）について埋め立て
事業が追加整備されたため、市街化区域編入と同時に
用途地域を変更。内容は都市計画課で縦覧できます。
▶詳しくは、都市計画課（☎ 66・1048）へ。

東公民館は
東コミセンを中心に活動へ

　４月１日から東公民館は、東コミュニティ
センター（総合文化会館内）にその機能の
中心を移します。
　これは勤労者福祉センターへの介護専門
学校の誘致が決定しことによるもので、当
面、東コミュニティセンターに事務室を移
し、同施設を中心として舞鶴市東地区中心
市街地複合施設（旧マイコム）など東地区
の公共施設やほかの公民館を活用しながら
公民館事業を進めていきます。
　利用場所の変更などでご迷惑をお掛けし
ますが、ご理解とご協力をお願いします。
▶詳しくは、東公民館（☎ 62・1237）へ。
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広げよう人権の輪　

　私は認知症です。この病気は脳の病気で、「忘れて

いく病気」です。ある日、家族から「物忘れが多い」

と言われるようになったため医療機関で受診したと

ころ、認知症との診断を受けました。物忘れが多い

のは自覚していましたが、実際に診断を受けたとき

は、「これから自分が自分でなくなるのか」と思うと

本当にショックでした。

　本やテレビで認知症に関するものを読んだり見た

りすると、すべて「辛い」「悲しい」「しんどい」…

と大変なことばかり出てきます。「ただの病気」と思

う一方で、「人生が終わるようなものなのか」と自問

自答を繰り返しました。そして、「迷惑をかけたらど

うしよう」という気持ちがだんだん大きくなり、家

から出ることも、地域の集まりにも行くこともなく

なりました。

　心配した地域の方が訪ねて来られたとき、思い切っ

て「認知症になりました。これからは地域の行事に

参加できません」と話すと、「ただの病気だ。関係な

い。これまでどおり出てきて、いろいろ教えてほしい」

と言われました。その一言がとても嬉しかったです。

　認知症になっても、できることはたくさんありま

す。認知症はただの病気。それを皆さんに分かって

ほしい。今までどおり接していただけることが何よ

りも嬉しいのです。

　今も「忘れたこと」を家族と笑いながら過ごし、

地域の方も私に変わらず接してくれます。

　これからの不安はありますが、今、私は幸せです。

「 人として 」　～ 認知症患者さんの手記から ～　

　この手記は、認知症と診断されたＡさんが書かれ
たものです。認知症だからといって A さんの人格
に変わりはありません。A さんの人生や誇りとして
きた仕事、そして人間らしい感情は、今でも A さ
んの心の中に息づいているのです。
　A さんは家族に支えられ、地域の人に受け入れ
られ、頼りにされていることによって自信を取り戻
し、病気と向き合っていこうとしています。認知症
になっても暮らしやすくやさしい社会を築いていく
ためには、この病気についての正しい理解と地域や
周りの人々の協力がなにより必要なのです。
　　　　　　　   　　　　　　　《人権啓発推進室》

「引き揚げ」の記憶を次世代へ

　引揚記念館に展示・保管している海外からの引き
揚げやシベリア抑留などに関する約 1 万２千点の資
料の中から、今回は「トランペット」を紹介します。

　シベリア抑留の収容所は、1,800 か所以上あっ
たといわれています。収容所によって環境は大きく
異なり、演劇や音楽などの芸術活動が許された収容
所もありました。
　当館に展示されているトランペットは日本人抑留
者で結成された「新星」という楽劇団で演奏されて
いたものです。
　楽劇団「新星」は、ライチハ収容所で昭和 21 年
の 1 月に結成され、音楽の演奏をはじめ歌や踊り
などもこなす芸能集団として、延べ 50 人くらいの
団員が在籍していました。また、団員の中には戦前
に日活の俳優として活躍した人や昭和を代表する歌
手である青木光一さんもいました。
　「新星」にはトランペット以外にもサクソホンや
クラリネットなど、さまざまな管楽器のある管楽団
でもありました。これらの楽器はソ連側が用意した
ものでしたが、穴が開いて空気が漏れるなど非常に
粗末なもので、楽劇団のスタートはこれらの楽器の ▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

修理からでした。展示されているトランペットもあ
ちこちにへこみがあり、吹き出し口のあたりなどに
修理された跡があります。
　粗末な楽器でしたが、心を込めた精一杯の演奏
は、寒さと飢えと重労働で疲労困

こ ん ぱ い

憊した日本人抑留
者たちにとって、心の慰めと生きる希望となりまし
た。それは、観衆だけではなく演奏する側にとって
もいえることで、「『新星』があったお蔭で生きて帰
ることができた」と当時の団員が証言しています。
　トランペットの演奏や「新星」の活動は、過酷な
環境の中で押しつぶされそうな精神を支え、先行き
の見えない抑留生活の中に一筋の光を抑留者に与え
たのです。

▲トランペット
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まいづる花図鑑 90

　山地の樹木の下に生える常緑の多年草。茎は地を
這い、節から２～３枚の葉が生える。葉は、長さ６
～ 10㌢、幅４～７㌢の広卵形か心臓形で白斑が入
るものもある。冬、茎の先に直径２㌢程で先端が３
裂した暗紫色の筒状花が開くが、多くは落葉の下か
半ば土に埋もれている。
　名前の由来は、葉が冬でも枯れずに緑色で葉の形
が別種のアオイに似ていることから。春の女神と呼
ばれるギフチョウの幼虫はこの葉を食べる。

【協力】
　瓜生勝朗　市文化財保護委員（植物分野）

【 カンアオイ 】 （ウマノスズクサ科）
見ごろ 11 ～３月頃

　ほとんどの大人は小学生の６年間は長かったと感
じ、年齢を重ねるほど月日の経過が早くなると感じ
るようです。なぜ時間の流れが年齢を重ねると早く
感じるのでしょうか？
　「時間の心理的長さは年齢に反比例する」と述べ
る学者によれば、10 歳の１年間は 30 歳の１年間
の３倍に相当し、幼いときほど時間の経過が長く感
じられるとのことです。この考え方に私は多少は賛
成しますが、歳が同じなら皆が同じに感じるとは思
えません。私は大脳に刺激がある時間帯ほど、時間
の経過を長く感じるのではないかと思っています。
　まさに子どもの頃は、見るもの聞くもの全てが新
鮮であり大脳が酷使されることが多く、時間の経過
が長いと感じるのだと考えます。大人になると経験
によって処理できることが多くなり、その分、大脳
への刺激が弱く時間が短いと感じる。
　私は年齢を重ねても「時間が長く感じる」生活を
したいと思っています。いずれにしても、充実した
日々を過ごすことが大事であり、そうした時期は長
く感じると思っています。
　皆さんはどのように考えられるでしょうか？

  ドクターＴのひとりごと
　その⑲「年齢を重ねると時間が過ぎるのを

早く感じるのはなぜ？ 」

▶詳しくは、東図書館（☎ 62・0190）
　　　　　　西図書館（☎ 75・5406）へ。

　15 歳で終戦、74 歳で夫と死別、76

歳で中学校に入学、79 歳で高校生に

なり、82 歳で野球部に入部。現在 84

歳のチエさんは、金髪や不登校の仲間

たちを明るい性格と頑張りで元気付け

ています。すがすがしいチエさんの活

躍を読むと勇気が湧きます。         （東）

83 歳の女子高生球児
上中別府チエ

お嬢さん、空を飛ぶ　草創期の飛行機
を巡る物語　松村由利子

図書館だより
　　　　　　～ 今月のおすすめ本 ～

　大正時代、アメリカから女性パイ

ロット、キャサリン・スティンソンが

来日。その曲芸飛行は、多くの日本人

を熱狂させたそうです。この事実を

知った著者が、空を飛ぶことに憧れ、

実現させた、当時の日本の女性たちの

人生を追いました。　                　（西）

くらしの豆知識
～ 親にナイショで利用したクレジットカード で大惨事!? ～

▶詳しくは、市民相談課（☎ 66・1006）へ。

　あなたのご家庭でこんなことはありませんでしたか？

　現金を持っていなくても、ゲーム機やスマートフォン
にカード番号などを入力さえすれば、子どもでも有料の
アイテムが購入でき、知らない間に高額な請求書が届い
たという相談があります。
　このような被害を防ぐには、クレジットカードを勝手
に使われないよう管理することが大切です。また、子ど
もの利用しているゲーム機やゲームの仕組みを理解する
こと、クレジットカードの正しい知識を子どもに教える
ことも大事なポイントです。

半月後…クレジットカードの請求書が届きました。

ごめんなさい勝手にクレジットカード
使ったでしょ！！

ゲームでこのアイテム（道具）があ
れば有利になるんだけど、有料なん
だよね・・・。よし、親のクレジットカー
ドの番号を入力しちゃえ！
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CAMERA EYE

舞鶴の旬のお魚いただきます 　福井小学校で１月 16 日、市水産協会の嶋田善文さんによる
授業が行われ、２年生 20 人が魚について学びました。
　この授業は子どもたちに、地元で水揚げされる魚についてよ
く知ってもらおうと行われたもの。魚の色が持つ意味や食べる
ことの大切さなどについて話を聞いたほか、魚の模型を使った
説明などに、児童たちは目を輝かせていました。
　また、この日の給食には舞鶴産のブリやワカメを使ったメ
ニューが登場し、嶋田さんと一緒に笑顔で食べていました。

①魚の授業の様子　②魚の色の不思議について学ぶ
③みんなで給食の準備　④ブリの照り焼きをパクッ！①

②

③

④

勇壮な姿で出初式　 　1 月 12 日、消防出初式を総合文化会館で開催。市内の各消防
団など消防関係者約 1,000 人が参加し、防災活動への思いを新
たにしました。
　その後、海上自衛隊舞鶴音楽隊を先頭に、三条通りを分列行進。
また、五条海岸では消防車両 32 台による一斉放水や海上自衛
隊第 23 航空隊のヘリコプターによる祝賀飛行が行われました。

①表彰を受ける消防団員　②③分列行進の様子　④消防車両のパレード　⑤一斉放水と祝賀飛行

① ②

③

⑤
④
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歓喜の歌声　舞鶴に響く
　12 月 23 日、総合文化会館で市制施行 70 周年・
総合文化会館開館 30 周年を記念して、「まいづる
市民第九演奏会」が開催され、ベートーヴェンの交
響曲第９番が演奏されました。
　この日のために結成された、地元の合唱連盟や
コーラス愛好者、中・高校生など約 300 人による「ま
いづる市民第九合唱団」の皆さんは、約７か月練習
を重ねてきました。
　終盤の第４楽章では合唱団の壮大な歌声が聴衆を
魅了し、大きな拍手と感嘆の声がホールを包みまし
た。

◀岩村力氏が指揮する京都市交響楽団とまいづる市民第九合唱団

大人としての誓いを新たに

　１月 12 日、赤れんがパークで成人式が開催され、
新成人 706 人（式典は 497 人）が参加しました。
　赤れんがイベントホールで行われた式典では、厳
粛な雰囲気の中、華やかな振り袖やスーツに身を包
んだ新成人が参加し、大人としての自覚と責任を持
つことを誓い、二十歳の記念すべき日を共に祝いま
した。
　また、旧友との再会を喜び、赤れんがの建物を背
景に記念撮影をする姿もみられました。

①式典会場の様子　②③④笑顔で成人式を迎える　⑤誓いのメッセージ
を述べる松井咲希さん（海上保安学校）⑥赤れんがパークの様子 ①

② ③ ④ ⑤

⑥
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２月のカレンダー

※受診は、できる限り昼間の時間帯にお願いします。また、軽症
などの緊急を要しない症状の場合は、できる限り平日の診療時間
内にかかりつけ医での受診をお願いします。

休日・土曜日の救急・急病診療

日 診療時間 当番病院（内科・外科）
１日㈯ 開業医の診療終了後

舞鶴医療センター（☎ 62・2680）
２日㈰ ９時から
８日㈯ 開業医の診療終了後

舞 鶴 共 済 病 院（☎ 62・2510）
  ９日㈰ ９時から
 11 日㈷ ９時から 舞鶴医療センター（☎ 62・2680）
 15 日㈯ 開業医の診療終了後

舞鶴赤十字病院（☎ 75・4175）
 16 日㈰ ９時から
 22 日㈯ 開業医の診療終了後

舞 鶴 共 済 病 院（☎ 62・2510）
 23 日㈰ ９時から

休日の小児科一次診療

日 診療時間 当番病院
２日㈰

９時～ 18 時

※受け付けは
17 時 30 分まで

舞鶴医療センター （☎ 62・2680）
９日㈰ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

 11 日㈷ 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）
 16 日㈰ 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）
 23 日㈰ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

納　　期

種　類 納期限
　後期高齢者医療保険料 （８期）

２月 28 日㈮　国民健康保険料
（９期）

　介護保険料

水道修理

※ 19 時以降は市役所（☎ 62・
2300）か西支所（☎75・2250）へ。

当番会社
㈱マイベイ （☎ 63・7557）

　舞鶴市食生活改善推進員協議会（はまなす会）は、
現在 75 人で保健センターを拠点に地域で活動をし
ているボランティア団体です。
　「私達の健康は私達の手で」をスローガンに、わ
が家の食卓を充実させ、減塩・うす味を通して地域
の健康づくりをお手伝いする「ヘルスメイト」とし
て活動をしています。

※骨髄バンクドナー登録会を同時開催。いずれも 400㍉㍑のみ

日 受付時間 会場

14 日㈮
９時 30 分～ 13 時

舞鶴グランドホテル
14 時～ 15 時 30 分

21 日㈮
９時 30 分～ 12 時 東消防署

14 時～ 16 時 京都府漁協

26 日㈬
９時 30 分～ 12 時 舞鶴市役所

14 時～ 16 時 舞鶴共済病院

献血の日程
日 収集

可燃ごみ 不燃ごみ

11 日（火＝建国記念の日） 休 ○
( 第２火曜日が収集の地域 )

祝日のごみ収集

【作り方】

①下ごしらえ…鶏もも肉は一口大のそぎ切りに
し、はるさめは湯につけて戻す。ワカメは、水で
戻して食べやすく切る。長ねぎは、白い部分を３
㌢ほどせん切りし、水にさらして白髪ねぎをつく
る。残りの部分は、薄いななめ切り。
②スープ作り…鍋にサラダ油を熱し、鶏もも肉と
ななめ切りにした長ねぎを軽く炒める。中華風だ
しの素と水（３分の２カップ）を注いで２分ほど
煮たら牛乳を加える。煮立ったらワカメと水気を
きったはるさめを加える。
③仕上げ…塩・こしょう、しょうゆで味を整え、
分量の水でといた片栗粉を加えてとろみをつけ
る。器に盛り、白髪ねぎを飾る。

食育アドバイザー　舞鶴市食生活改善推進員協議会
▪食育の推進と普及、啓発
　子ども料理教室、おやこ食育教室など
▪食事バランスガイドの普及、啓発
　すこやか料理教室、男性料理教室など
▪健康日本 21 の推進
　京都府や舞鶴市の事業に参加

中華風ミルクスープ　《１人分 163㌔㌍、塩分 0.8㌘》

はまなす会の「作ってみよう減塩食」

【材料】（４人分）

❖鶏もも肉…100㌘
❖はるさめ…20㌘
❖長ねぎ…１本　　　　
❖乾燥わかめ…10㌘
❖サラダ油…大さじ１
❖中華風だしの素…小さじ１
❖牛乳…400㍉㍑　❖片栗粉…大さじ１
❖水…大さじ２　　❖塩・こしょう…少々
❖しょうゆ…小さじ１
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　会場名の記載がない催しは保健センターで開催。申し込みは、特に指定がない場合は同センターへ。
協力医療機関についてのお問い合わせも同センターへお願いします。

２月の
保健センターのお知らせ ☎ 65・0065

ＦＡＸ 62・0551

健康診査・予防接種
対象 内容 その他

成人の
個別健診

乳がん 40 歳以上の女性 ❖マンモグラフィ　❖視触診　など 　乳がんは 1,500 円、歯周疾患は 500 円が
必要。実施期間はいずれも２月 28 日㈮まで。
申し込みは早めにお願いします。歯周疾患 40・50・60・70 歳の人 ❖歯周病検査　❖ブラッシング指導　など

乳幼児健診 ３か月 ･10 か月 ･
１歳６か月 ･ ３歳児 ❖身体計測　❖問診　❖医師の診察　など 　該当者には通知。対象などは同センターか

市ホームページでご確認を。転入や紛失など
で予診票がない人は、同センターへ連絡を。

《子宮頸がん予防ワクチンの接種》
　国の通知により現在、積極的にお勧めして
いません。ただし、有効性とリスクを理解し
た上で接種することはできます。

予防接種
（協力医療機関
で個別接種）

乳幼児
❖ヒブ　❖小児用肺炎球菌　❖四種混合１期  ❖ＢＣＧ
❖麻しん風しん１期・２期　❖日本脳炎１期
❖三種混合１期　❖不活化ポリオ　

児童・生徒 ❖三種混合２期　❖日本脳炎２期　❖子宮頸がん予防

教室・相談
対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）
※各１回のみ参加可

２歳６
か月児

平成 23 年３月８日～
８月 15 日生まれ ２月 13 日㈭

９時～ 11 時 15 分
❖歯の話
❖歯科健診
❖フッ素塗布

先着
20 人

300 円

２月３日㈪から
電話で

２歳児 平成 23 年９月７日～
24 年２月 22 日生まれ

先着
30 人

２歳６
か月児

平成 23 年４月１日～
９月６日生まれ ２月 27 日㈭

９時～ 11 時 15 分

先着
20 人 ２月 17 日㈪から

電話で
２歳児 平成 23 年 10 月１日～

24 年３月 12 日生まれ
先着
30 人

健やか育児相談 乳幼児の保護者 ２月 17 日㈪
９時 30 分～ 11 時

❖育児の悩み相談
❖歯・食事の相談
❖身体計測　など

なし 無料 不要

離乳食教室 ６～８か月児の保護者 ２月 21 日㈮
14 時～ 15 時 30 分 離乳食開始後の話と試食 先着

15 人 無料 ２月３日㈪から
電話で

心の健康相談室 市内在住の人 ２月 24 日㈪
11 時～ 15 時 45 分

子育ての悩みや人間関係、
仕事のストレスなど

先着
３人 無料 ２月３日㈪～ 21 日㈮に

電話で

※ 風邪などが流行する季節です。集団感染の予防のため、お子さんやご自身の体温と体調を確認してからお越しください。

　舞鶴市では、市内の幼稚園、保育所（園）に通園する４、５歳児を対
象に、むし歯予防のための「フッ化物洗口」を１月から実施しています。
　今年度は、橘幼稚園、ひばり幼稚園、三鶴幼稚園の３園でモデル事業
として行います。今後は、希望する園への支援を広げていきます。

ブクブクうがいでむし歯予防  フッ化物洗
せんこう

口がスタート

　多様化した現代の食生
活のもとで、子どもたち
のむし歯を予防するには
ブラッシングだけでは限
界があります。
　ブラッシング能力を問
わず全ての子どもに、よ
り効果的にむし歯予防を
進めるためには、ブラッ
シングに加えて歯質その

舞鶴歯科医師会
学校歯科理事
　小川 喜生　先生

先生に聞きました
ものの強化が期待できる「フッ化物洗口」が最
も適切な方法であると考えられます。
　萌

ほうしゅつ

出直後のむし歯予防対策として、ブクブク
うがいができる４歳から 14 歳の間に行うフッ化
物洗口は最大の効果を発揮します。すでに市内
の全小学校ではフッ化物洗口が実施され、昨年
の舞鶴市の 12 歳児の永久歯のむし歯数は減少傾
向にあります。
　私たちが歯を失う原因の半分はむし歯です。む
し歯を減らし一生自分の歯で食事を楽しむため
にも、フッ化物洗口は最も効果的だと思います。

▲ブクブクうがいを実践中
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●
広
島
修
道
大
教
授
の
坂
根
嘉
弘
さ
ん

●
議
会
事
務
局
（
☎
66
・
１
０
６
０
）

定

時 場

料

内

他

講

申

対

問

対 定 料 申他

お知らせ
▪略語の見方
　 ＝日時　　　　　　　＝場所・会場　　＝内容　　　＝講師　　　　　　＝対象
　 ＝定員、募集人数　　＝料金　　　　　＝その他　　＝申し込み方法　　＝問い合わせ先

※ 　だれでも　　特になし　　無料　　特になし　　不要の場合は、記載していません

催
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鶴
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校 
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会

●
２
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催
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９
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鶴
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日
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～
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66
・
１
０
２
３
）
へ
。

▪
打
打
打
団 

天
鼓 

和
太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト

　

チ
ケ
ッ
ト
は
２
月
13
日
㈭
発
売

●
５
月
18
日
㈰
15
時
●
総
合
文
化
会
館

●
全
席
指
定
４
，
５
０
０
円

●
未
就
学
児
は
入
場
不
可

▪
舞
鶴
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ′
21
の
ス
タ
ッ
フ
募
集

●
総
合
文
化
会
館
や
市
民
会
館
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
の
受
け
付
け
や
客
席
案
内
、

文
化
活
動
を
育
成
・
支
援
す
る
事
業
や
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
企
画
・
運
営
●
市
内
在

住
か
在
学
・
在
勤
で
文
化
・
芸
術
・
芸
能

に
興
味
が
あ
る
人
●
15
人
程
度

●
２
月
28
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用
紙
（
総

合
文
化
会
館
、
市
民
会
館
に
備
え
付
け
）
で
。

❖
10
時
30
分
～
11
時
…
小
学
生

❖
11
時
５
分
～
11
時
30
分
…
４
歳
以
上

●
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
絵
本
の
読
み

聞
か
せ

▪
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

●
３
月
19
日
㈬
11
時
～
11
時
20
分

●
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

●
０
～
２
歳
児

福
祉
フ
ェ
ス
タ
in
き
ょ
う
と
北
部

●
３
月
２
日
㈰
11
時
30
分
～
16
時
●
ホ
テ

ル
ロ
イ
ヤ
ル
ヒ
ル
福
知
山
（
福
知
山
市
）

●
舞
鶴
支
援
学
校
中
・
高
等
部
の
生
徒
が

製
作
し
た
陶
芸
・
工
芸
・
ガ
ラ
ス
工
芸
・

木
工
・
農
園
芸
製
品
を
販
売

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
和
太
鼓
の
演
奏
を
披
露

●
舞
鶴
支
援
学
校
（
☎
78
・
３
１
３
３
）

●
福
祉
施
設
職
員
に
よ
る
講
演
や
高
齢
者

等
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。
福
祉
・
介

護
事
業
所
に
よ
る
就
職
フ
ェ
ア
も
実
施
。

●
北
部
地
域
人
材
確
保
推
進
事
業
事
務
局

（
☎
０
７
７
３
・
22
・
２
８
１
５
）

問

場

内

時問 講 内 時
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場

内 時対対問 場内 時場定
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対対
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問 場内 時 場
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時対対

場

内

時

時時時時時

問

場

他 内

時

場 時時

場

料

定

問内 時内 時内 時内 時 対対対対対対時

対対

内内 時対対
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●
広
島
修
道
大
教
授
の
坂
根
嘉
弘
さ
ん

●
議
会
事
務
局
（
☎
66
・
１
０
６
０
）

●
男
性
介
護
者
を
支
援
す
る
会
代
表
の
山
内

輝
昭
さ
ん

●
先
着
30
人
●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
フ
レ

ア
ス
舞
鶴
（
☎
65
・
０
０
５
５
、
ＦＡＸ
62
・

０
８
７
２
）
へ
。

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

ろ
う
け
つ
染
め
集
中
講
座

ハ
ン
カ
チ
・
ス
カ
ー
フ
を
作
ろ
う

●
３
月
15
日
㈯
と
29
日
㈯
10
時
～
16
時

●
赤
れ
ん
が
工
房
●
染
色
家
の
岡
田
明
彦

さ
ん
●
先
着
10
人
●
５
，
０
０
０
円

●
２
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
ま
い
づ
る
智
恵
蔵
（
☎
66
・
１
０
３
５
、

ＦＡＸ
62
・
９
６
０
０
）
へ
。

教
室
・
講
座

市
議
会
70
周
年
記
念
講
演
会

「
軍
港
と
舞
鶴
の
歩
み
」

●
２
月
13
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
政
記
念
館

▪
西
消
防
署
（
☎
77
・
０
１
１
９
）

●
２
月
７
日
㈮
18
時
～
21
時

▪
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
・

０
１
１
９
）

●
２
月
21
日
㈮
13
時
30
分
～
16
時
30
分

〈
共
通
〉
●
先
着
30
人

●
実
施
日
の
３
日
前
ま
で
に
電
話
で
各
消

防
署
へ
。

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

●
２
月
15
日
㈯
10
時
～
14
時
●
中
総
合
会
館

●
知
的
障
害
の
あ
る
成
人
●
10
人
（
多
数

の
場
合
抽
選
）
●
５
０
０
円
●
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
（
高
校
生
以
上
）
も
募
集

は
ら
ぺ
こ
倶
楽
部
（
料
理
教
室
）

●
２
月
22
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
●
身
障

セ
ン
タ
ー
●
薬
剤
師
の
楠
本
正
明
さ
ん

●
障
害
が
あ
る
人
と
そ
の
家
族

●
先
着
30
人
●
１
５
０
円
（
お
茶
代
）

●
２
月
19
日
㈬
ま
で
に
身
障
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）
へ
。

健
康
講
座
「
薬
の
豆
知
識
」

●
３
月
15
日
㈯
と
22
日
㈯
14
時
～
16
時

●
東
図
書
館
●
「
浦
島
太
郎
の
ル
ー
ツ
」

や
「
一
寸
法
師
は
神
様
だ
っ
た
!?
」
な
ど
、

説
話
の
起
源
を
探
る
●
京
都
府
立
大
教
授

の
安
達
敬
子
さ
ん
●
先
着
20
人

●
電
話
で
東
図
書
館（
☎
62
・
０
１
９
０
）へ
。

日
本
文
学
に
親
し
む
講
座「
御
伽
草
紙
」

●
３
月
１
日
㈯
13
時
～
16
時
●
総
合
文
化

会
館
●
先
着
15
人
●
１
，
２
０
０
円

●
２
月
３
日
㈪
～
20
日
㈭
に
電
話
で
花
と

緑
の
公
社
（
☎
68
・
１
１
８
７
）
へ
。

つ
る
か
ご
教
室

●
２
月
15
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
●
市
政

記
念
館
●
三
重
県
人
権
セ
ン
タ
ー
の
味
岡

一
博
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
自
分
を
ふ
り
か

え
っ
て
み
ま
せ
ん
か
ー
人
権
は
人
ご
と
じ

ゃ
な
い 
自
分
の
こ
と
で
す
よ
ー
」
●
要
約

筆
記
・
磁
気
ル
ー
プ
あ
り
、
手
話
通
訳
・
託
児

あ
り 

（
２
月
12
日
㈬
ま
で
に
予
約
が
必
要
）

●
人
権
啓
発
推
進
室
（
☎
66
・
１
０
２
２
）

人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

●
２
月
21
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時

●
フ
レ
ア
ス
舞
鶴

「
男
性
と
介
護
」
講
座

仕
事
人
間
か
ら
ケ
ア
メ
ン
に
な
る
ま
で

歴
史
街
道　

城
下
町
を
歩
こ
う

●
３
月
９
日
㈰
13
時
～
16
時
●
田
辺
城
城

門
前
集
合
●
田
辺
城
ガ
イ
ド
の
会
の
案
内

で
城
下
町
の
風
情
が
残
る
西
地
区
を
散
策

●
20
人
程
度
●
２
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
都
市
計
画
課

（
☎
66
・
１
０
４
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
８
９
４
）
へ
。

●
２
月
12
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
で
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず
な
ぎ

（
☎
64
・
３
７
６
６
、ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）
へ
。

申

定

時

問

場他

内

時

場
他

申

定

時

料

対対 問

場

講

時

場

申

定

内

時場申

定

講

時

料

場

定
講

内

時場

他

申 定 講

時

場

申 定

講

時

料

対対

場

申

定

時

料

時

発行部数 41,700部

画像のサイズ １枠　縦60㍉×横  90㍉
２枠　縦60㍉×横180㍉

形式【容量】 AI、EPS、JPEG、BMP
【500㌔バイト以下（２枠は１メガバイト）】

掲載料（月額） ❖１枠…12,500円　❖２枠…25,000円

▶詳しくは、広報広聴課（☎ 66・1041）へ。

お店や会社を PR
広報まいづるへの広告を募集中

《
３
月
５
日
㈬
13
時
30
分
～
15
時
》
ま
ち

の
縁
側
づ
く
り
の
先
駆
者
で
ま
ち
の
学
び

舎
ハ
ル
ハ
ウ
ス
代
表
理
事
の
丹
羽
國
子
さ

ん
に
よ
る
講
演

《
３
月
６
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時
30
分
》

市
内
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
実
践
発
表
や

立
ち
上
げ
、
運
営
方
法
の
紹
介
な
ど

〈
共
通
〉

●
中
総
合
会
館
●
各
40
人

●
２
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
62
・
７
０
４
４
）
へ
。

「
誰
も
が
集
え
る
ま
ち
の
居
場
所

づ
く
り
」
講
座

定

場申

東・西図書館を臨時休館

　蔵書の点検作業のため休館します。休館中の本
の返却は玄関横の「本のポスト」をご利用ください。

　　　  ▪東図書館…２月 24 日㈪～ 28 日㈮
　　  　▪西図書館…３月３日㈪～７日㈮

▶詳しくは、東図書館（☎ 62・0190）、
　　　　　　西図書館（☎ 75・5406）へ。

申
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催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

❖中央公民館…第４月曜日❖東・南・西・加佐公民館、大浦・城南会館…毎週月曜日❖東図書館…毎週木曜日と祝日（土・
日曜日の場合は開館）、毎月末日の最終火曜日❖西図書館…毎週月曜日と祝日（土・日曜日の場合は開館）、毎月末日の最終
水曜日❖田辺城資料館、郷土資料館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日❖総合文化会館、市民会館、陶
芸館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）❖勤労者福祉会館…第３水曜日❖引揚記念館、東・文化公園体育館…第３木曜日。

施設の休館日

募
集

●
５
・
７
・
９
月
の
平
日
、
12
時
10
分
～

12
時
50
分
●
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

●
❖
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
❖
18
歳
以
上

❖
ア
ン
プ
を
使
用
し
な
い
演
奏
や
歌
唱
な
ど

※
そ
の
他
要
件
あ
り

●
所
定
の
用
紙
（
文
化
振
興
課
に
備
え
付

け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
に
デ
モ
音
源
（
Ｃ
Ｄ
か
Ｍ
Ｄ
に
当

日
の
発
表
曲
）
を
添
え
て
２
月
３
日
㈪
～

28
日
㈮
に
同
課
へ
郵
送
か
持
参
。
３
月
下

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者

●
２
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮
の
平
日
（
８
時
30
分

～
16
時
30
分
）
と
16
日
㈰
（
13
時
～
16
時
30
分
）

●
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
●
家
具
な
ど
約
１

５
０
点
を
展
示
●
同
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け

の
用
紙
で
（
１
世
帯
１
点
。
多
数
の
場
合

抽
選
）
●
同
プ
ラ
ザ
（
☎
64
・
７
２
２
２
）

再
生
品
の
展
示
・
申
し
込
み

●
現
在
小
学
３
～
５
年
生
●
20
人
程
度

●
所
定
の
用
紙
（
各
小
学
校
、
社
会
教
育

課
に
備
え
付
け
）
で
ま
い
づ
る
児
童
合
唱

団
事
務
局
（
社
会
教
育
課
内
、
☎
66
・
１

０
７
３
）
へ
。

ま
い
づ
る
児
童
合
唱
団
の
新
団
員

●
３
月
６
日
㈭
９
時
30
分
～
12
時
●
西
総

合
会
館
●
子
ど
も
服
や
育
児
用
品
な
ど
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
●
20
歳
以
上
の
個
人

か
グ
ル
ー
プ
●
先
着
22
店
●
電
話
で
勤
労

者
福
祉
会
館
（
☎
77
・
１
２
１
２
）
へ
。

ワ
ク
ワ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
さ
る
な
ぁ
と
出
展
者

▪
手
び
ね
り
陶
芸
教
室

●
３
月
８
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時

●
鉄
尾
伸
介
さ
ん
●
先
着
12
人

▪
着
付
け
体
験
教
室

●
３
月
９
日
㈰
10
時
か
ら
と
13
時
か
ら

●
二
重
太
鼓
の
結
び
方
な
ど

●
山
口
裕
美
子
さ
ん
●
先
着
10
人

▪
南
国
ス
イ
ー
ツ
教
室

●
３
月
15
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
ト
ロ
ピ
カ
ル
ス
イ
ー
ツ
作
り

●
下
田
マ
リ
ン
さ
ん

●
先
着
20
人
●
１
，
０
０
０
円

〈
共
通
〉

●
２
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
同
館
へ
。

城
南
会
館
（
☎
78
・
１
８
０
０
）

●
３
月
15
日
㈯
13
時
30
分
か
ら

●
加
佐
公
民
館
●
飯
田
和
子
さ
ん

●
先
着
20
人
●
２
０
０
円

●
３
月
８
日
㈯
ま
で
に
同
館
（
☎
83
・
０

０
１
４
）
へ
。

編
み
か
ご
作
り
教
室

●
３
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
10
時
～
16
時

●
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館
（
福
知
山
市
）

●
介
護
福
祉
士
や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
資
格

が
あ
り
復
職
を
希
望
す
る
人
●
20
人
程
度

●
所
定
の
用
紙
で
。
２
月
28
日
㈮
必
着

●
京
都
府
介
護
福
祉
士
会
（
☎
０
７
５
・

８
０
１
・
８
０
６
０
）

福
祉
・
介
護　

再
就
職
支
援
研
修

●
５
月
３
日
㈷
と
４
日
㈷
10
時
～
17
時

（
４
日
は
16
時
ま
で
）
●
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク

●
来
場
者
が
手
作
り
体
験
が
で
き
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
●
16
人
●
２
，
０
０
０
円

●
出
店
資
格
な
ど
の
要
件
あ
り

●
所
定
の
用
紙
（
同
パ
ー
ク
備
え
付
け
。

同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
で
。
２
月
28
日
㈮
必
着

●
実
行
委
員
会
（
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
ま
い

づ
る
智
恵
蔵
内
、
☎
66
・
１
０
３
５
）

赤
れ
ん
が
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
出
展
者

家
庭
倫
理
講
演
会

●
３
月
９
日
㈰
10
時
～
11
時
30
分

●
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
「
家
庭
の
ち
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
倫
理

研
究
所
専
任
講
師
・
荻
原
良
子
さ
ん
が
講
演

●
２
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
家
庭
倫

理
の
会
舞
鶴
市
の
奥
田
さ
ん
（
☎
63
・

３
０
２
８
）
へ
。

●
３
月
８
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
西
公
民
館
●S

a
k
i

フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ジ

オ
の
崎
山
文
子
さ
ん

●
先
着
20
人
●
３
，
５
０
０
円

●
２
月
22
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
館
（
☎

75
・
６
５
０
１
）
へ
。

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

旬
に
選
考
結
果
を
通
知

●
実
行
委
員
会
事
務
局
（
同
課
内
、
☎

66
・
１
０
１
９
）

場申 定

講

時

料

場申 内 時

場申 定

講

時

料

問 場申

定

時問

場

申 内 時

申

定

対対

問

場

申

内

時

場

申

定

内

時

対対

対対

申

定

講内 時

料

定

講 時内講 時定

【日時】２月 15 日㈯～３月３日㈪
【場所】高浜町本町商店街周辺
【問い合わせ先】若狭高浜観光協会（☎ 0770・72・0338）

約100軒の商店や民家が参加し、
さまざまなひな人形に出会えま
す。旧丹後街道の風情が残る高浜
の街並みを散策してみませんか。

写真はイメージ

第 10 回 
若狭たかはまひなまつり

問

場

申

定

内 時

料

他
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募
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子
育
て

相
談

傍
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そ
の
他

子
育
て

積
み
木
で
あ
そ
ぼ
う

●
２
月
23
日
㈰
10
時
～
15
時

●
お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
西
乳
児
保
育
所
内
）

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
も

●
同
館
（
☎
76
・
０
５
７
３
）

ぱ
く
ぱ
く
ひ
ろ
ば
（
幼
児
食
教
室
）

●
３
月
12
日
㈬
10
時
～
12
時
●
中
総
合
会
館

●
１
歳
６
か
月
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）
●
先
着

15
組
●
３
０
０
円
（
託
児
代
）
●
２
月
２

日
㈰
～
３
月
２
日
㈰
に
電
話
で
子
育
て
支

援
基
幹
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
０
１
０
３
）
へ
。

よ
ち
よ
ち
パ
ー
ク

●
２
月
６
日
㈭
10
時
～
12
時
●
東
公
民
館

●
子
ど
も
服
や
育
児
用
品
な
ど
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
。
17
店
が
出
店

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
ち
よ
ち

広
場
（
☎
63
・
４
８
２
１
）

ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

●
３
月
４
日
㈫
・
18
日
㈫
・
27
日
㈭
10
時

～
11
時
30
分
●
中
総
合
会
館
●
ふ
れ
あ
い

遊
び
や
３
Ｂ
体
操
、
交
流
な
ど

●
４
か
月
～
１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

（
第
１
子
優
先
）
●
先
着
15
組

●
２
月
２
日
㈰
か
ら
電
話
で
子
育
て
支
援

基
幹
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
０
１
０
３
）
へ
。

▪
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

●
２
月
14
日
㈮
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
先
着
20
組
●
２
０
０
円

▪
お
雛
様
か
ざ
り
を
つ
く
る

●
２
月
21
日
㈮
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
先
着
20
組
●
１
０
０
円

▪
マ
マ
フ
ラ

●
２
月
27
日
㈭
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
先
着
20
組
●
５
０
０
円
（
託
児
あ
り
）

〈
共
通
〉

●
子
育
て
中
の
親
子

●
２
月
３
日
㈪
か
ら
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

さ
る
な
ぁ
と
（
☎
76
・
８
３
３
３
）

あ
そ
び
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
３
月
１
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

●
元
愛
知
県
児
童
総
合
セ
ン
タ
ー
長
の
田
嶋

茂
典
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
あ
そ
び
の
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
」
と
遊
び
の
体
験
な
ど

●
電
話
で
子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー

（
☎
62
・
０
１
０
３
）
へ
。

子
育
て
講
演
会

子
ど
も
達
の
携
帯
電
話
に
潜
む
危
険

●
２
月
23
日
㈰
13
時
か
ら
●
市
政
記
念
館

●
Ｎ
Ｉ
Ｔ
情
報
技
術
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
の
篠
原
嘉
一
さ
ん
の
講
演
と
中
筋
子

育
て
支
援
協
議
会
に
よ
る
活
動
報
告

●
託
児
あ
り
（
２
月
13
日
㈭
ま
で
に
予
約
が
必
要
）

●
舞
鶴
子
ど
も
育
成
支
援
協
会
事
務
局

（
子
ど
も
支
援
課
内
、
☎
66
・
１
０
９
４
）

●
２
月
11
日
㈷
13
時
～
16
時
20
分

●
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

●
❖
第
１
部
…
内
閣
府
政
策
統
括
官
の
須

藤
圭
亮
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演

❖
第
２
部
…
子
ど
も
の
育
ち
と
関
わ
り
方

を
考
え
る
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
●
先
着
３
０
０
人

●
子
ど
も
支
援
課
（
☎
66
・
１
０
０
８
）

子
ど
も
・
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
３
月
16
日
㈰
10
時
30
分
～
14
時
30
分

●
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
）
●
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
●
は
が
き
に
新
入
学
児
の
集
い

参
加
希
望
と
明
記
し
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
性
別
、
最
寄

り
の
駅
を
記
入
し
母
子
家
庭
は
府
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
、
父
子
家
庭
は
府
民
生
児
童
委
員
協

議
会
（
い
ず
れ
も
、
〒
６
０
４
‐
０
８
７
４ 

京
都
市

中
京
区
清
水
町
３
７
５
）
へ
。
２
月
20
日
㈭
必
着

●
中
丹
東
保
健
所
（
☎
75
・
０
８
５
６
）

ひ
と
り
親
家
庭 

新
入
学
児
の
集
い

相
談

▪
人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談

●
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

９
時
～
12
時
●
法
務
局
舞
鶴
支
局

●
面
接
相
談
（
個
室
）・
電
話
相
談

▪
特
設
人
権
相
談
所

●
・
●
❖
第
２
木
曜
日
…
城
南
会
館

❖
第
３
木
曜
日
…
南
公
民
館
、
い
ず
れ
も

９
時
～
12
時
●
面
接
相
談
（
個
室
）

〈
共
通
〉
●
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る

●
法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

人
権
相
談

申 定 時

料

対対 問

場

内 時場

定

内 時

場

時場内 時 問 場 時

場

申

定

内

時対対

場

申
定

時

料

対対問 場

申

内

時

定 時

料

定 時

料

場

内 時時

場

内

内

問

内問 他 他

問

申

有
料
広
告
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そ
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他

❖人口　85,955 人（-111 人）❖男　42,975 人（-77 人）❖女　42,980 人（-34 人）
❖世帯　35,241 世帯（ -67 世帯）
※平成 26 年１月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。

市の人口と世帯数

好きなこと始めませんか

公民館定期講座  26年度の受講生を募集

　各公民館が 1 年を通じて開催する定期講座の平成 26
年度受講生を募集。絵手紙やヨガ、実用習字など。いず
れも対象は初心者で市内在住か在勤の 18 歳以上。開催
日時、定員、参加費などは各講座で異なります。申し込
みは、２月１日㈯～３月 16 日㈰に各公民館へ。
( ★は新講座 )

▪中央公民館 ( ☎ 62・0400)
★想作手房、★大正琴、★スクラップブッキング、太極柔
力球、実用習字、消しゴムはんこづくり、絵手紙、尺八、
茶道 ( 裏千家 )、ビーズアクセサリー、低カロリー料理、
こころと体を軽くするヨーガ、生け花 ( 池坊 )
▪東公民館 ( ☎ 62・1237)
書道、着物着付け、初心者キーボード、茶道（裏千家）、
生け花（池坊）、パッチワークキルト、韓国語、フラワー
アレンジメント
※ほかにも調整中の講座があります。詳しくは、広報まい
づる３月号でお知らせ。

▪南公民館 ( ☎ 62・0288)
★頑張らない運動、★詩吟、実用習字、茶道（裏千家）、版画、
健康体操、料理、華道（池坊）、大正琴、絵手紙、フラワ
ーデザイン、ロマンドール、ステンドグラス、押し花
▪西公民館 ( ☎ 75・6501)
★３Ｂ体操、書道、実用書道、謡曲 ( 観世流 )、手芸手編み、
中国語、華道 ( 嵯峨御流 )、ペン習字、版画、前結び着付け、
洋画、絵手紙、茶道 ( 裏千家 )、写真、からだに優しい体操、
オカリナ、墨絵、韓国語、俳句
▪加佐公民館 ( ☎ 83・0014)
★歴史の道を歩く、★茶道（藪内流）、★ビーズアクセサ
リー、らくらくヨーガ、華道 ( 池坊 )、短歌、民踊、囲碁、
料理、トールペイント、大正琴、筝曲 ( 生田流 )、着物着付け、
自然観察と野外ハイク、健康体操 ( ストレッチ )
▪大浦会館 ( ☎ 68・2010)
★健康体操、★茶道（裏千家）、★実用習字、民踊、華道 (
池坊 )、健康料理、新舞踊、カラオケ、トールペインティング、
絵手紙、大正琴
▪城南会館 ( ☎ 78・1800)
★パソコン、★英語サロン、★英語ブッククラブ、木好大
工、男性料理、料理、陶芸、着付け、パン＆お菓子、茶道（裏
千家）、ギター、ウクレレ、華道（嵯峨御流）、太極柔力球、
英語再チャレンジ、トラベル英会話、水彩画、洋裁、ボー
ルペン・ペン習字、美文字、ビーズアクセサリー、いきい
き楽しく歌いましょう、囲碁、詩吟、ヨガ

▪
相
続
登
記
法
律
相
談

●
２
月
６
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
西
総
合
会
館
●
司
法
書
士
が
応
じ
る

▪
司
法
書
士
法
律
相
談

●
２
月
６
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
登
記
や
相
続
、
多
重
債
務
な
ど

▪
巡
回
市
民
・
行
政
相
談

●
２
月
12
日
㈬
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
中
央
公
民
館

●
市
職
員
と
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
る

▪
公
証
相
談

●
２
月
18
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館

市
民
無
料
相
談

（
市
民
相
談
課
、
☎
66
・
１
０
０
６
）

▪
電
話
相
談

●
２
月
６
日
～
27
日
の
木
曜
日
、
10
時
～
16
時

●
人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴

力
、
介
護
の
悩
み
な
ど
に
関
す
る
相
談
。

専
用
電
話
（
65
・
０
０
５
６
）
へ
。

▪
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

●
２
月
19
日
㈬
11
時
～
13
時
50
分

●
就
職
や
起
業
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
関
す

る
相
談
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

応
じ
る
●
先
着
２
人
●
託
児
あ
り
（
予
約

が
必
要
）
●
前
日
ま
で
に
電
話
で
人
権
啓

発
推
進
室
（
☎
66
・
１
０
２
２
）
へ
。

▪
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

●
２
月
19
日
、
14
時
10
分
～
15
時
40
分

●
得
意
分
野
の
生
か
し
方
に
つ
い
て
キ
ャ

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
の
無
料
女
性
相
談

●
２
月
10
日
㈪
と
24
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず
な
ぎ

療
育
相
談

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
助
言

●
先
着
４
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

▪
心
と
か
ら
だ
の
相
談

●
２
月
25
日
㈫
13
時
～
15
時

●
看
護
師
・
助
産
師
が
応
じ
る

●
先
着
２
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

▪
面
接
相
談

●
３
月
12
日
㈬
11
時
～
14
時
10
分

●
人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴

力
な
ど
の
相
談
に
女
性
問
題
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
応
じ
る

●
先
着
３
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

〈
共
通
〉

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

●
遺
言
書
や
契
約
書
な
ど
公
正
証
書
の
作
成

▪
土
地
家
屋
調
査
士
相
談

●
２
月
18
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館
●
土
地
の
分
筆
や
合
筆
、

境
界
問
題
、
家
屋
の
新
・
増
築
、
滅
失
な
ど

▪
市
民
法
律
相
談

●
２
月
21
日
㈮
13
時
か
ら
●
西
総
合
会
館

●
弁
護
士
が
応
じ
る
●
11
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
２
月
19
日
㈬
８
時
30
分
～
12
時
に
電
話
で
。

▪
行
政
書
士
相
談

●
２
月
26
日
㈬
10
時
～
13
時
●
市
役
所
本
館

●
官
公
署
へ
の
提
出
書
類
や
遺
言
書
、
遺

産
分
割
協
議
書
な
ど

他

申 定 内 時対対

場内 時

場 時

他

申
定

内 時内 時内 時

他

申 定内 時

他

申 定

場 時内 場 時場 時

内場

内

時

場

内 時申

定

場

内 時

内
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子
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そ
の
他

有 
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広 
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そ
の
他

小
学
校
入
学
通
知
書
を
送
付

　

今
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童

（
平
成
19
年
４
月
２
日
～
20
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
の
入
学
通
知
書
を
保
護
者
あ
て

に
送
付
し
ま
し
た
。
届
い
て
い
な
い
人
は

学
校
教
育
課
へ
連
絡
を
。

●
学
校
教
育
課
（
☎
66
・
１
０
７
２
）

登
記
事
項
証
明
書
請
求
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

　

登
記
事
項
証
明
書
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
「
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス

テ
ム
」（http

://w
w

w
.to

uki-kyo
utaku-

ne
t.m

o
j.g

o
.jp

/

）
を
利
用
し
て
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
シ
ス
テ
ム
で

請
求
す
る
と
料
金
が
窓
口
交
付
１
通
４
８

０
円
、郵
送
５
０
０
円
（
通
常
は
６
０
０
円
）

で
発
行
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

文
化
財
の
保
全
に
補
助
金

●
地
域
に
伝
わ
る
貴
重
な
文
化
資
料
・
伝

統
行
事
の
保
全
に
補
助
金
を
支
給

●
❖
江
戸
時
代
以
前
に
建
て
ら
れ
た
神
社
・

寺
院
の
建
物
修
理
❖
室
町
時
代
以
前
の
仏

像
、
明
治
時
代
以
前
の
仏
画
・
ふ
す
ま
絵

な
ど
美
術
工
芸
品
の
補
修
、
保
全
に
必
要

な
収
蔵
庫
の
整
備
❖
太
鼓
、
屋
台
な
ど
民

俗
文
化
資
料
の
修
理
や
衣
装
の
購
入
な
ど

●
事
前
に
相
談
が
必
要

●
２
月
21
日
㈮
ま
で
に
社
会
教
育
課
（
☎

66
・
１
０
７
３
）
へ
。

傍
聴

定
例
教
育
委
員
会

●
２
月
25
日
㈫
14
時
か
ら
●
市
役
所
別
館

●
教
育
総
務
課
（
☎
66
・
１
０
７
０
）

●
２
月
17
日
㈪
13
時
30
分
か
ら

●
中
丹
広
域
振
興
局

●
弁
護
士
が
応
じ
る
●
先
着
10
人

●
２
月
14
日
㈮
９
時
か
ら
電
話
で
同
振
興

局
（
☎
62
・
２
５
０
０
）
へ
。

府
民
無
料
法
律
相
談

●
２
月
12
日
㈬
13
時
か
ら
●
市
役
所
別
館

●
財
産
管
理
や
遺
産
相
続
、
遺
言
な
ど

●
高
齢
者
や
障
害
者
と
そ
の
家
族

●
先
着
３
人

●
２
月
10
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
高
齢
者
支

援
課
（
☎
66
・
１
０
１
８
）
へ
。

高
齢
者
・
障
害
者
権
利
擁
護
相
談

●
２
月
27
日
㈭
13
時
～
16
時

●
聴
言
セ
ン
タ
ー
●
言
語
聴
覚
士
が
応
じ
る

●
市
内
在
住
の
難
聴
者
●
先
着
５
人

●
２
月
３
日
㈪
～
21
日
㈮
に
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
、
は
が
き
（
〒
６
２
５
‐
０
０
８
３

市
内
字
余
部
上
２
‐
９
）
で
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
64
・
３
９
１
１
、
ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）
へ
。

聞
こ
え
の
相
談
会

●
２
月
19
日
㈬
13
時
～
16
時
●
商
工
観
光

セ
ン
タ
ー
●
職
員
を
募
集
し
て
い
る
福
祉
・

介
護
事
業
所
３
社
に
よ
る
就
職
面
接
会

●
北
部
人
材
福
祉
カ
フ
ェ
（
☎
０
７
７

３
・
22
・
３
８
７
８
）

福
祉
の
仕
事 

ミ
ニ
就
職
面
接
会

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
・
０
８
１
０
、
ＦＡＸ
62
・
４
５
８
９
）

▪
就
職
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

●
２
月
19
日
㈬
14
時
～
16
時
●
履
歴
書
の

書
き
方
な
ど
●
求
職
者
●
先
着
12
人

▪
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

●
２
月
21
日
㈮
10
時
～
16
時
●
進
路
・
就

職
・
転
職
、
自
立
支
援
相
談
●
15
～
お
お

む
ね
40
歳
と
そ
の
家
族

▪
福
祉
の
お
仕
事
出
張
相
談

●
２
月
28
日
㈮
10
時
～
16
時

●
福
祉
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
人

▪
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

●
２
月
24
日
㈪
10
時
～
16
時

●
子
育
て
中
の
母
親
●
１
人
50
分

〈
共
通
〉
●
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
電
話
で
。

●
経
済
的
な
理
由
で
高
等
学
校
の
修
学
が

困
難
な
人
に
支
給
●
生
活
保
護
世
帯
や
市

民
税
非
課
税
世
帯
で
母
子
・
父
子
・
児
童
・

障
害
者
・
長
期
療
養
者
世
帯
の
高
校
生
。
支

給
要
件
あ
り
●
非
課
税
世
帯
の
新
１
年
生

は
別
途
案
内
●
１
次
申
請
は
２
月
28
日
㈮

ま
で
。
２
次
申
請
は
６
月
２
日
㈪
～
７
月
１

日
㈫
●
中
丹
東
保
健
所
（
☎
75
・
０
８
５
６
）

高
校
生
給
付
型
奨
学
金

●
市
内
在
住
の
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

64
・
３
７
６
６
、
ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）
へ
。
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作
曲
と
舞
鶴

市
長　

今
回
、
作
曲
を
お
願
い
す
る

ま
で
舞
鶴
を
ご
存
じ
で
し
た
か
？

花
沢
さ
ん　

父
親
が
建
築
の
仕
事
を

し
て
い
て
、
舞
鶴
で
仕
事
を
し
て
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
話
は
よ
く

聞
い
て
い
ま
し
た
。

市
長　

聞
い
て
お
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ

と
初
披
露
で
５
月
に
訪
れ
た
と
き
や

今
回
、
市
内
を
周
ら
れ
て
、
イ
メ
ー

ジ
は
ど
う
で
し
た
か
？

花
沢
さ
ん　

五
老
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
に

登
っ
た
と
き
に
、
最
初
に
思
っ
た
の

は
、
東
と
西
に
市
街
地
が
分
か
れ
て

い
る
感
じ
が
し
た
こ
と
で
す
。

市
長　

そ
の
と
お
り
。
地
理
的
に
は
、

東
西
に
市
街
地
が
あ
る
ま
ち
で
す
が
、

私
は
市
長
に
な
っ
て
以
来
ず
っ
と「
舞

鶴
は
一
つ
だ
」
と
言
っ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
市
制
施

行
70
周
年
記
念
事
業

検
討
市
民
会
議
」
の

提
言
を
受
け
、「
歌
」

で
み
ん
な
が
一
つ
に

な
ろ
う
、
み
ん
な
で

歌
お
う
と
思
い
、
舞

鶴
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
歌
」

は
平
和
な
時
代
の
絆
づ
く
り
に
非
常

に
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
イ

メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
良
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
舞

鶴
は
一
つ
だ
」
と
い
う
思
い
が
伝
わ

る
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
作
ら
れ
た
側
か
ら
見

て
ど
う
で
す
か
？

花
沢
さ
ん　

フ
レ
ー
ズ
を
募
ら
れ
て

い
る
の
で
、
市
民

の
方
か
ら
い
た
だ

い
た
フ
レ
ー
ズ
と

い
う
意
識
が
あ
る

ん
で
す
よ
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
を
表

す
言
葉
も
ち
ゃ
ん

と
入
っ
て
い
て
。

　

歌
っ
て
い
う
の

は
す
ご
く
純
粋
な
も
の
だ
と
思
う
の

で
、
曲
を
つ
く
る
上
で
は
、
み
ん
な

が
口
ず
さ
め
る
よ
う
な
分
か
り
や
す

い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
し
よ
う
と
心
が
け

ま
し
た
。
例
え
ば
、
最
後
の
「l

ラ
ラ
ラ

alala

」

と
歌
っ
て
い
る
と
こ

ろ
な
ん
か
は
、
み
ん

な
で
合
唱
で
き
る
の

で
、
そ
こ
で
楽
曲
が

懸
け
橋
に
な
っ
て
、

み
ん
な
が
一
つ
に
な

れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
ね
。

市
長　

作
曲
さ
れ
る

と
き
に
対
象
と
す

る
年
齢
層
と
い
う
の
は
あ
り
ま
し
た

か
？

花
沢
さ
ん　

こ
こ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

と
い
う
の
は
全
く
な
か
っ
た
で
す
。

幅
広
い
年
代
の
人
に
、
そ
れ
こ
そ
小

さ
い
子
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
ま
で
聴
い
て
も
ら
え
る
よ
う

な
曲
に
し
た
い
っ
て
い
う
の
は
あ
り

ま
し
た
ね
。
そ
の
た
め
に
、
サ
ビ
の

頭
の
部
分
に
は
、
み
ん
な
が
普
段
口

に
す
る
、「
あ
り
が
と

う
」
っ
て
い
う
フ
レ
ー

ズ
を
も
っ
て
く
る
。
そ

し
て
そ
こ
に
良
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
乗
せ
る
っ
て

い
う
の
を
心
が
け
ま
し

た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

幅
広
い
年
代
の
人
が
こ

の
音
楽
を
聴
い
て
共
感

し
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

市
長　

小
さ
な
子
も
す
ご
く
楽
し
く

歌
い
ま
す
し
、
70
歳
を
超
え
た
方
に

も
す
ご
く
い
い
歌
で
す
ね
と
言
わ
れ

ま
す
。
幅
広
い
市
民
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
て
、
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

歌
の
作
り
方
と
し
て
、
曲
が
先
で

後
に
詞
を
付
け
る
の
が
や
り
や
す
い

の
か
、
詞
を
も
ら
っ
て
か
ら
曲
を
つ

け
る
の
と
で
は
ど
ち
ら
が
や
り
や
す

い
で
す
か
？

花
沢
さ
ん　

僕
は
曲
が
先
で
す
。
た

だ
、こ
の
曲
に
関
し
て
は
曲
か
ら
作
っ

た
ん
で
す
け
ど
、
詞
を
見
て
、
そ
こ

で
も
う
一
回
曲
を
変
え
た
ん
で
す
。

難
し
い
と
こ
ろ
を
簡
単
に
し
た
り
、

歌
い
や
す
く
、
口
ず
さ
み
や
す
い
っ

て
い
う
の
が
、
僕
の
中
の
ひ
と
つ
の

Chicago Poodle  花沢耕太さん舞鶴市長　多々見良三

舞鶴イメージソング完成記念　特別対談

　市制施行 70 周年記念として制作した舞鶴イメージソング
「My hometown 舞鶴 - このタカラモノを未来へ -」の作曲者
「C

シ カ ゴ

hicago P
プ ー ド ル

oodle」の花沢耕太さんと多々見市長が、作曲に
込めた思いやエピソード、舞鶴について対談しました。
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テ
ー
マ
で
し
た
か
ら
。

市
長　

普
段
は
シ
カ
ゴ
プ
ー
ド
ル
と

し
て
歌
う
た
め
の
曲
を
作
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う
に
、

ぜ
ひ
作
っ
て
ほ
し
い
と
、
依
頼
さ
れ

る
こ
と
は
あ
る
ん
で
す
か
？

花
沢
さ
ん　

以
前
、
ラ
ジ
オ
局
の
企

画
で
岡
山
の
あ
る
町
の
曲
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
あ
っ
た
ん
で

す
が
、
今
回

の
よ
う
な
作

曲
依
頼
は
初

め
て
だ
っ
た

の
で
、
ま
ず

率
直
に
嬉
し

か
っ
た
ん
で

す
。
残
る
も

の
を
作
り
た

い
と
す
ご
く

思
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
即
席
じ
ゃ
な

く
て
、
言
葉
も
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
吟
味

し
て
、
何
十
年
、
何
百
年
残
っ
て
い

く
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

は
す
ご
く
あ
り
ま
し
た
。

市
長　

す
べ
て
に
気
配
り
さ
れ
て
全

体
を
作
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ

こ
が
一
番
自
分
で
は
気
に
入
っ
て
い

る
と
い
う
パ
ー
ト
は
あ
り
ま
す
か
？

花
沢
さ
ん　

や
っ
ぱ
り
サ
ビ
の
「
あ

り
が
と
う
」
の
と
こ
ろ
で
す
ね
。「
あ

り
が
と
う
」
に
当
て
は
ま
る
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
か
な
り
考
え
た
の
で
。
例

え
ば
サ
ビ
の
部
分
に
、
わ
ず
か
１
秒

２
秒
の
世
界
な
ん
で
す
が
、
１
日
２

日
く
ら
い
費
や
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

芸
術
と
い
う
の
は
、
そ
れ
で
や
っ
と

残
る
か
残
ら
な
い
か
に
な
っ
て
く
る

と
僕
は
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

舞
鶴
で
の
ラ
イ
ブ
を
終
え
て

市
長　

こ
こ
（
市
政
記
念
館
）
で
ラ

イ
ブ
さ
れ
て
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
歌

わ
れ
た
と
き
「lalala

あ
り
が
と
う
」

の
と
こ
ろ
で
「
さ
ぁ
み
な

さ
ん
歌
い
ま
し
ょ
う
」
と

言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。

花
沢
さ
ん　

み
ん
な
が

「lalala

」
の
と
こ
ろ
を
歌
っ

て
、
僕
が
「
あ
り
が
と
う
」

と
合
い
の
手
を
入
れ
て
一

緒
に
歌
っ
て
い
る
様
子
が

頭
の
中
に
浮
か
ん
だ
ん
で

す
よ
ね
。
み
ん
な
が
僕
と

共
演
、
シ
カ
ゴ
プ
ー
ド
ル
と
共
演
し

て
く
れ
る
と
思
っ
て
。
実
際
、
そ
の

と
お
り
一
緒
に

な
っ
て
歌
っ
て
く

れ
て
、
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て

い
る
感
じ
と
い
う

か
、
一
体
感
が
あ

り
ま
し
た
ね
。

市
長　

赤
れ
ん
が

の
中
で
の
響
き
と

い
う
の
は
、
独
特

の
、
す
ご
く
マ
ッ
チ
す
る
響
き
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
が
い
か
が
で
し
た

か
？

花
沢
さ
ん　

そ
う
で
す
ね
。
歌
っ
て

い
て
す
ご
く
気
持
ち
い
い
と
い
う
か
、

僕
は
懐
か
し
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。

出
身
大
学
が
赤
れ
ん
が
造
り
の
印
象

的
な
建
物
だ
っ
た
の
で
、
学
生
時
代

を
思
い
出
し
な
が
ら
歌
っ
て
い
ま
し

た
。
リ
バ
ー
ブ
感
と
い
う
か
、
歌
の

響
き
が
気
持
ち
良
く
て
。
年
に
何
回

か
定
期
的
に
こ
こ
で
歌
え
た
ら
い
い

な
っ
て
、
ラ
イ
ブ
し
な
が
ら
思
い
ま

し
た
。

市
長　

今
回
の
赤
れ
ん
が
２
号
棟
だ

と
、
精
一
杯
入
っ
て
２
０
０
人
。
隣

の
赤
れ
ん
が
５
号
棟
な
ら
相
当
入
れ

る
ん
で
す
け
ど
。

花
沢
さ
ん　

ぜ
ひ
ラ
イ
ブ
し
た
い
で

す
ね
。

市
長　

た
く
さ
ん
の
フ
ァ
ン
の
方
が

お
ら
れ
ま
す
し
、
ぜ
ひ
。
カ
ラ
オ
ケ

で
こ
の
歌
を
歌
い
た
い
な
っ
て
思
っ

て
い
ま
し
て
、
職
員
に
で
き
な
い
の

か
と
頼
ん
で
い
る
ん

で
す
が
、
そ
の
あ
た

り
ど
う
で
す
か
？

花
沢
さ
ん　

み
ん
な

に
歌
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
む
し
ろ
こ
の
曲

を
市
長
が
歌
う
の
を

聴
き
た
い
で
す
（
笑
）。

市
長
（
笑
）。
カ
ラ
オ

ケ
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
歌
っ
て
み
ま
す
。

花
沢
さ
ん　

僕
が
「lalala

」
と
歌
い

ま
す
の
で
、市
長
は「
あ
り
が
と
う
」っ

て
合
い
の
手
を
（
笑
）。

広
が
っ
て
い
く
歌

市
長　

こ
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
は
、

歌
詞
を
見
る
と
「
舞
鶴
」、「
由
良
川
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、「
ま
ち
」「
か

わ
」
と
歌
わ
れ
て
い
て
、
全
国
に
響

く
歌
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
歌

詞
を
見
る
と
「
由
良
川
」
と
書
い
て

あ
っ
て
、「
ど
こ
の
川
？
」「
舞
鶴
に

あ
る
の
か
」
と
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
こ
の
歌
が
広
が
れ
ば
、
舞
鶴
を

知
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
舞
鶴
は
、
た

く
さ
ん
の
「
タ
カ
ラ
モ
ノ
」
が
あ
る

ま
ち
で
す
。
舞
鶴
市
の
誇
れ
る
部
分

が
歌
詞
の
中
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
い
ろ
ん
な
人
に
聴
い
て

い
た
だ
い
て
、
一
度
舞
鶴
に
行
っ
て

み
よ
う
か
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
歌

だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
舞
鶴
市
民
み
ん
な
で
歌
っ
て
、

将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
市
外
へ
出
て

も
、
こ
の
歌
が
流
れ
る
と
ふ
る
さ
と

舞
鶴
を
思
い
出
す
。
そ
う
い
っ
た
感

じ
で
、
ま
さ
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
確
認
す
る
っ
て
い
う
か
、
そ
う
い

う
歌
に
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
盛
り
上

が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

花
沢
さ
ん　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

市
長　

ぜ
ひ
、
ま
た
舞
鶴
で
ラ
イ
ブ

を
し
て
い
た
だ
い
て
、
最
後
に
こ
の

舞
鶴
の
歌
を
歌
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、

合
い
の
手
の
入
れ
方
を
私
も
練
習
し

て
お
き
ま
す
の
で
、「lalala

」
の
コ
ー

ラ
ス
部
分
で
、
み
ん
な
で
盛
り
上
が

り
ま
し
ょ
う
。

花
沢
さ
ん　

い
い
で
す
ね
。

市
長　

み
ん
な
が
歌
え
る
よ
う
に
、

各
小
・
中
学
校
、
自
治
会
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
に
Ｃ
Ｄ
を
配
っ
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

の
時
に
流
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
。

こ
れ
か
ら
こ
の
歌
が
ど
ん
ど
ん
広
ま

る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ま

た
そ
う
し
た
機
会
を
。

花
沢
さ
ん　

も
う
ぜ
ひ
。

市
長　

ほ
か
の
地
域
の
ラ
イ
ブ
で
も

こ
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
演
奏
し
て

い
た
だ
け
ま
す
か
？

花
沢
さ
ん　

僕
ら
も
こ
の
曲
を
大
事

に
歌
っ
て
い
き
た
い
っ
て
い
う
気
持

ち
で
す
。
音
楽
っ
て
ホ
ン
ト
に
純
粋

だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
こ
に
悪
い
気

持
ち
と
い
う
の
は
一
切
な
く
て
、
音

楽
を
通
し
て
人
と
人
と
が
出
会
う
っ

て
い
う
か
、そ
う
い
う
意
味
で
は
、「
舞

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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▶

登
録

は
、

こ
ち

ら
の

コ
ー

ド
か

ら
　

　My hometown 舞鶴 - このタカラモノを未来へ -　

　             作詞：杉岡　秀紀　　作曲：花沢　耕太
　　　　　編曲 & 演奏：Chicago Poodle
　　　　　　　　
　呼吸する赤れんが　潮風が僕を海へといざなう
　異国へと続く碧（あお）の向こうへ　
　ふと時の流れを重ねてみる
 
　思えばいつも　心のそばに　
　岸壁（がんぺき）の故郷（ふるさと）があった
 
　●　ありがとう　今伝えたい
　僕らが生まれたこの舞鶴（まち）で
　Let’s sing a song in my hometown　
　東へ西へ　このタカラモノを未来へ
  
　静かに眠る城の跡　満開の桜よ　満天の友よ
　ツワモノたちの夢の跡　
　そっと時の流れが重なりゆく
 
　舞い降りた鶴は　君からのメッセージ
　僕も飛べる気がしてきたんだ
 
　○　ありがとう　今伝えたい　
　みんなが育ったこの舞鶴（まち）で
　Let’s sing a song in my hometown　　
　南へ北へ　このタカラモノを未来へ
  
　どこまでも続く　由良川（かわ）の流れのように　
　大海原へ両手広げて　漕ぎだそう
 
　●　repeat
　○　repeat
　
　僕から君へ　このタカラモノを未来へ
 
　lalala　ありがとう　　lalala　今伝えたい
　lalala　　君へ　　lalalala
　lalala　このタカラモノを　　lalala　未来へ　
　lalala   lalalala…

花
沢
さ
ん
は
、
５
年
先
、
10
年
先
の

た
め
に
今
年
は
何
を
し
よ
う
、
来
年

は
何
を
し
よ
う
と
思
っ
て
お
ら
れ
ま

す
か
？

花
沢
さ
ん　

今
は
、
ホ
ー
ル
の
ラ
イ

ブ
だ
と
大
体
千
人
規
模
で
す
が
、
今

後
は
３
千
人
規
模
で
と
か
。
そ
う
い

う
気
持
ち
は
す
ご
く
あ
り
ま
す
。
３

千
人
集
め
る
た
め
に
は
、
頑
張
ら
な

い
と
い
け
な
い
し
、
そ
の
た
め
に
は

た
く
さ
ん
曲
も
作
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
高
い
目
標
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
３
千
人
の
次
は
５
千
人
、
１

万
人
と
い
う
目
標
を
も
っ
て
。
そ
の

た
め
に
は
何
を
す
れ
ば
い
い
か
。
多

分
が
む
し
ゃ
ら
に
ラ
イ
ブ
を
し
て
、

が
む
し
ゃ
ら
に
曲
を
書
か
な
い
と
多

分
無
理
で
す
し
、
い
ろ
ん
な
人
に
も

出
会
わ
な
い
と
、
と
い
う
思
い
は
す

ご
く
あ
り
ま
す
ね
。

市
長　

長
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
何
か

持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

花
沢
さ
ん　

も
っ
と
シ
カ
ゴ
プ
ー
ド

ル
を
全
国
区
に
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
こ
の
歌
は
、
こ
の
声
は
シ
カ
ゴ

プ
ー
ド
ル
の
花
沢
だ
な
っ
て
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
早
く
な
り
た
い
で

す
ね
。

市
長　

私
の
息
子
と
同
じ
く
ら
い
の

歳
で
、
本
当
に
元
気
で
、
ガ
ッ
ツ
の

あ
る
目
標
を
も
っ
た
花
沢
さ
ん
か
ら

元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
引

き
続
き
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

花
沢
さ
ん　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

Chicago Poodle　プロフィール

ボーカル＆ピアノ … 花沢耕太
ドラム … 山口教仁
ベース … 辻本健司 

2000 年　同志社大学内で結成
2003 年　第１回京都学生祭典 「全国学生音楽コンテスト」でグランプリ
2009 年　メジャーデビュー
2013 年　３枚目のアルバム「 ３. ０ 」をリリース
2014 年２月５日　７枚目のシングル「シナリオのないライフ」をリリース

イメージソングの試聴・ダウンロードは市ホー
ムページから。また、右のコードからもアクセ
スできます。（無料。ただし通信料は別途） 　▶

舞鶴イメージソング完成記念　特別対談

鶴
」
と
「
シ
カ
ゴ
プ
ー
ド
ル
」
の
懸

け
橋
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
そ

こ
に
ま
た
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
。

そ
こ
で
ま
た
人
が
感
動
し
て
く
れ
る
。

そ
う
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す
ご
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
僕
は
長
く
こ
の

歌
を
歌
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
そ
う
い
う
き
っ

か
け
を
与
え
て
く
れ
た
舞
鶴
の
み
な

さ
ん
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

夢
・
努
力
・
出
会
い

市
長　

私
自
信
、
人
間
と
い
う
の
は

頑
張
っ
て
い
る
と
き
に
、
あ
る
特
定

の
出
会
い
や
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
チ
ャ

ン
ス
を
つ
か
め
る
か
ど
う
か
、
そ
の

時
の
時
代
の
流
れ
と
、
自
分
が
ど
こ

ま
で
頑
張
っ
て
き
た
の
か
、
頑
張
る

者
し
か
チ
ャ
ン
ス
は
つ
か
め
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
人
生

の
中
で
何
度
か
あ
の
人
に
会
っ
た
か

ら
伸
び
た
と
い
う
経
験
が
あ
る
ん
で

す
が
、
そ
う
い
っ
た
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

花
沢
さ
ん　

今
の
シ
カ
ゴ
プ
ー
ド
ル

を
音
楽
に
導
い
て
く
れ
た
レ
コ
ー
ド

会
社
の
人
で
、
シ
カ
ゴ
プ
ー
ド
ル
の

父
み
た
い
な
人
が
い
る
ん
で
す
が
、

そ
の
人
と
出
会
っ
た
の
が
一
つ
の
大

き
な
き
っ
か
け
で
し
た
ね
。

市
長　

頑
張
る
人
と
い
う
の
は
、
目

標
を
定
め
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
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